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地
方
独
立
行
政
法
人

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー

令
和
1
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
実
績
に
関
す
る
評
価
結
果
（
案
）

〔
小
項
目
評
価
〕

令
和
２
年
７
月

地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
評
価
委
員
会

資
料
１





地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
の
概
要

１
．
現
況
（
令
和
2
年
3
月
31
日
現
在
）

①
法
人
名
：
地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー

②
所
在
地
：
宮
崎
県
西
都
市
大
字
妻
１
５
５
０
番
地

③
役
員
の
状
況

理
事
（
任
期
：
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
2
年
3
月
31
日
）

④
設
置
・
運
営
す
る
病
院

⑤
職
員
数
（
令
和
2
年
3
月
31
日
現
在
）

12
9
人
（
正
職
員
10
0
人
、
非
常
勤
職
員
29
人
）
※
西
都
市
か
ら
の
派
遣
職
員
3
名
含
む

２
．
地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
な
目
標
等

●
病
院
理
念

◇
地
域
医
療
の
充
実
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献

◇
地
域
医
療
を
担
う
次
代
の
医
療
人
の
育
成

◇
地
域
の
行
政
・
医
療
機
関
・
施
設
と
の
連
携
推
進

病
院
理
念
の
達
成
を
目
標
に
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
は
地
域
医
療
の
充
実
で
あ
る
。
西
都
児
湯
医
療
圏
の
中
核
的
病

院
、
唯
一
の
地
域
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
の
中
心
的
役
割
を
担
え
る

よ
う
機
能
の
充
実
を
図
り
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に

対
応
で
き
る
病
院
運
営
を
心
が
け
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す
。
さ
ら
に
、
行
政
や
医
師
会
と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
医
療
の

実
現
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
研
修
施
設
と
し
て
、
宮
崎

大
学
医
学
部
附
属
病
院
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
医
、
西
都
市
消
防
本
部

の
救
急
救
命
士
を
受
け
入
れ
た
。
実
習
施
設
と
し
て
は
、
宮
崎
県
立
看
護
大
学
の

看
護
学
生
、
宮
崎
大
学
医
学
部
の
医
学
生
、
専
門
学
校
の
理
学
療
法
士
・
医
療
事

務
従
事
者
を
受
け
入
れ
た
。
今
後
は
、
薬
学
部
学
生
な
ど
の
実
習
も
受
け
入
れ
て
、

将
来
の
地
域
医
療
を
担
う
医
療
人
の
育
成
と
人
材
確
保
を
目
指
す
。

役
職
名

氏
名

所
属
・
職
名
等

備
考

理
事
長

長
田
直
人

院
長

常
勤

理
事

濵
砂
亮
一

副
院
長

非
常
勤

理
事

桐
ヶ
谷

大
淳

宮
崎
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
総
合
診
療
医
学
講
座
助
教

非
常
勤

理
事

村
上
牧
雄

西
都
商
工
会
議
所
会
頭

非
常
勤

理
事

増
田
惠
二

元
西
都
市
会
計
管
理
者

非
常
勤

監
事
（
任
期
：
平
成
30
年
4月

1日
か
ら
令
和
１
年
度
財
務
諸
表
承
認
日
ま
で
）

監
事

黒
木
陽
介

税
理
士

非
常
勤

監
事

黒
木

輝
幸

高
鍋
町
監
査
委
員

非
常
勤

監
事

村
上
秀
幸

公
認
会
計
士
、
中
小
企
業
診
断
士

非
常
勤

病
院
名

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー

主
な
役
割
及
び
機
能

救
急
告
示
病
院
、
地
域
災
害
拠
点
病
院

所
在
地

宮
崎
県
西
都
市
大
字
妻
15
50
番
地

開
設
日

平
成
２
８
年
４
月
１
日

病
床
数

91
床
（
稼
動
病
床
数
：
一
般
病
床
69
床
）

診
療
科
目

脳
神
経
外
科
、
呼
吸
器
内
科
、
循
環
器
内
科
、
消
化
器
内
科
、
整
形
外
科

リ
ウ
マ
チ
科
、
麻
酔
科
、
内
科
、
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
放

射
線
科

病
院
敷
地
面
積

5,
61
5.
65
㎡

建
物
規
模

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
4
階
建

建
築
面
積

2,
29
0.
05
㎡

延
床
面
積

3,
75
0.
62
㎡

-
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-
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全
体
的
な
状
況

1.
法
人
の
総
括
と
課
題

今
年
度
も
急
性
期
一
般
入
院
料
1
を
堅
持
し
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
住
民
の
急
性
期
医
療
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
医
療
の
提
供
を
行
っ
た
。

医
療
機
能
・
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
営
安
定
の
た
め
に
必
要
な
医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
末
に
常
勤
循
環
器
内
科
医
師
1
名
が
退
職
し
た
た
め
、
内
科
の
診
療
体
制
が
縮

小
し
た
。

脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
、
呼
吸
器
内
科
は
、
28
8
件
の
手
術
治
療
に
対
応
し
た
。
夜
間
急
病

セ
ン
タ
ー
は
、
勤
務
医
の
１
人
当
た
り
月
6～
７
回
の
当
直
や
宮
崎
大
学
医
学
部
及
び
西
都
市
西

児
湯
医
師
会
か
ら
の
医
師
派
遣
継
続
を
い
た
だ
き
、
昨
年
同
様
の
診
療
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

予
防
医
療
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
や
西
都
市
の
広
報
紙

「
広
報
さ
い
と
」
へ
、
職
員
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
の
紹
介
や
院
内
の
出
来
事
・
話
題
等
の
情
報

を
隔
月
掲
載
し
た
。

患
者
数
は
、
入
院
患
者
、
外
来
患
者
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今
年
度
の
延
入
院
患
者
数
は

21
,5
79
人
で
、
前
年
度
21
,0
43
人
に
対
し
て
51
6
人
増
加
し
、
前
年
比
2.
54
％
増
と
な
っ
て
い

る
。
延
外
来
患
者
数
は
、
一
般
外
来
18
,0
22
人
、
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
3,
16
3
人
で
合
計
21
,1
85

人
。
前
年
度
は
、
一
般
外
来
17
,4
05
人
、
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
3,
23
9
人
の
合
計
20
,6
44
人
に

対
し
て
54
1
人
増
加
し
、
前
年
比
2.
62
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

「
地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
基
本
計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
、

病
床
機
能
や
土
地
の
選
定
に
つ
い
て
西
都
市
と
３
回
協
議
し
、
５
月
病
院
事
業
債
本
申
請
手
続
き

を
行
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
地
域
住
民
に
対
す
る
安
全
安
心
な
医
療
の
提
供
と
経
営
の
健
全
化
を

両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
増
加
す
る
人
件
費
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
業
務
の
質
を
確
保
し
た
う
え
で
の
経
費
削
減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
大
項
目
ご
と
の
特
記
事
項

（
１
）
住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
取
組
み

昨
年
度
末
、
常
勤
循
環
器
内
科
医
師
１
名
が
退
職
し
た
こ
と
に
よ
り
内
科
の
診
療
体
制
が
縮
小

し
た
。
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、
勤
務
医
の
１
人
当
た
り
１
月
6～
７
回
の
当
直
や
宮
崎
大
学
医

学
部
及
び
西
都
市
西
児
湯
医
師
会
か
ら
の
派
遣
継
続
を
い
た
だ
き
、
昨
年
同
様
の
診
療
機
能
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

看
護
職
員
の
自
己
研
鑽
を
目
的
と
し
た
院
外
研
修
受
講
は
80
回
、
院
内
研
修
開
催
は
伝
達
講

習
も
含
め
て
46
回
開
催
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
は
、
働
き
方
改
革
に
合
わ
せ
勤
務
時
間
内
に
研

修
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
看
護
職
員
の
質
の
向
上
の
た
め
、
学
会
や
研
修
会
へ
積

極
的
に
派
遣
し
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
医
療
の
質
向
上
へ
つ
な
が
っ
た
。

患
者
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
患
者
満
足
度
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
中
で
不
満
が
高
か
っ
た
項
目

は
、
駐
車
場
の
狭
さ
で
あ
っ
た
。
患
者
来
院
時
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
駐
車
場
は
可
能

な
限
り
病
院
外
の
用
地
使
用
を
促
し
、
院
内
の
駐
車
場
を
患
者
駐
車
場
と
し
て
確
保
し
た
が
、
駐

車
場
に
対
す
る
不
満
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
次
年
度
以
降
、
駐
車
場
の
不
満
解
消
を
目
的
と

し
た
新
た
な
駐
車
場
用
地
確
保
を
目
指
す
。

（
２
）
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
取
組
み

診
療
部
、
看
護
部
、
医
療
支
援
部
、
事
務
局
の
管
理
職
に
よ
る
病
院
運
営
会
議
を
毎
月
開
催

し
、
診
療
実
績
と
経
営
状
況
の
報
告
並
び
に
医
師
確
保
や
診
療
体
制
な
ど
、
病
院
運
営
に
お
い

て
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

収
入
に
直
結
す
る
施
設
基
準
に
つ
い
て
は
、
入
院
基
本
料
7
対
1
を
維
持
す
る
た
め
の
要
件

で
あ
る
平
均
在
院
日
数
、
在
宅
復
帰
率
、
重
症
度
、
医
療
、
看
護
必
要
度
な
ど
分
析
し
た
も
の

を
毎
週
開
催
さ
れ
る
連
絡
会
議
で
各
部
局
へ
報
告
し
て
い
る
。

-
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（
３
）
財
政
内
容
の
改
善
に
関
す
る
取
組
み

収
入
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
、
許
可
病
床
数
91
床
で
算
出
し
た
病
床
利
用
率
は
62
.8
％（
稼

動
病
床
69
床
で
算
出
し
た
病
床
利
用
率
は
85
.6
％
）
で
、
夜
間
休
日
等
の
緊
急
入
院
対
応
に
必

要
な
ベ
ッ
ド
の
確
保
も
考
慮
す
る
と
、
ほ
ぼ
満
床
に
近
い
状
況
で
あ
り
、
新
規
入
院
患
者
数
は
前

年
度
よ
り
63
名
減
少
し
た
が
計
画
値
よ
り
10
7
名
増
の
1,
29
7
名
と
な
っ
た
。
外
来
に
つ
い
て

は
、
1
日
10
0
名
超
の
受
診
者
が
あ
り
急
患
処
置
も
兼
ね
た
外
来
診
察
室
や
待
合
室
の
狭
さ
が
影

響
し
て
い
る
も
の
の
前
年
度
よ
り
54
1
名
増
の
21
,1
85
名
で
、
診
療
科
が
減
少
し
た
が
前
年
よ

り
患
者
数
は
増
加
し
た
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
ほ
ぼ
50
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
数
年
間
は
人
件
費
が

上
昇
し
続
け
る
。
財
政
悪
化
は
確
実
と
思
わ
れ
る
中
、
新
た
な
収
入
増
加
、
コ
ス
ト
削
減
策
が
必

要
で
あ
る
。
収
入
増
加
策
は
、
施
設
規
模
に
左
右
さ
れ
ず
、
経
費
の
掛
か
ら
な
い
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
現
状
の
ま
ま
取
り
組
め
る
新
た
な
施
設
基
準
（
加
算
）
の
取
得
を
模
索
し
た
が
今
年

度
は
新
た
な
施
設
基
準
の
取
得
は
で
き
な
か
っ
た
。

コ
ス
ト
削
減
策
と
し
て
は
、
徹
底
し
た
価
格
交
渉
に
よ
る
材
料
費
の
削
減
に
取
り
組
み
、
単
価

の
上
昇
は
抑
え
ら
れ
た
。
今
年
度
か
ら
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
た

た
め
、
あ
わ
せ
て
適
正
な
給
与
体
系
の
構
築
の
検
討
に
取
り
組
み
、
将
来
的
に
は
給
与
規
程
等
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、
人
件
費
の
抑
制
に
繋
が
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※
施
設
基
準
と
は
医
療
法
で
定
め
る
医
療
機
関
お
よ
び
医
師
等
の
基
準
の
他
に
、
健
康
保
険
法
等
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
た
、
保
険
診
療
の
一
部
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
の
機
能
や
設
備
、

診
療
体
制
、
安
全
面
や
サ
ー
ビ
ス
面
等
を
評
価
す
る
た
め
の
基
準
に
な
り
ま
す
。

（
４
）
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
取
り
組
み

新
病
院
準
備
室
の
市
職
員
3
名
を
中
心
に
、
新
病
院
建
設
に
向
け
て
取
り
組
み
、「
地
方
独

立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
基
本
計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
、
病
床
機
能

や
土
地
の
選
定
に
つ
い
て
西
都
市
と
３
回
協
議
し
、５
月
病
院
事
業
債
本
申
請
手
続
き
を
行
っ

た
。

-
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項
目
別
の
状
況

第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

１
医
療
サ
ー
ビ
ス

（
1）

緊
急
性
の
高
い
脳
疾
患
や
地
域
に
不
足
し
て
い
る
内
科
疾
患
に
お
け
る
二
次
救
急
医
療
の
提
供

中
期
目
標

緊
急
性
の
高
い
脳
卒
中
等
の
脳
疾
患
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
当
医
療
圏
に
不
足
し
て
い
る
呼
吸
器
及
び
消
化
器
等
を
中
心
と
し
た
内
科
系
疾
患
の
受
入
体
制
を
整

備
し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
医
療
圏
内
に
お
け
る
完
結
型
医
療
を
目
指
し
て
、
二
次
救
急
医
療
の
提
供
を
行
う
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

現
在
、
西
都
児
湯
医
療
圏
か
ら
は
約
4

割
の
患
者
が
圏
外
へ
流
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
を
図

り
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
医
療
圏
内
で

完
結
で
き
る
診
療
体
制
の
実
現
を
目
指

す
。 特
に
高
齢
者
に
多
く
か
つ
緊
急
性
の

高
い
脳
卒
中
等
の
脳
疾
患
患
者
に
つ
い

て
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
や
Ｄ
Ｓ
Ａ
装
置
と
い
っ

た
高
度
医
療
機
器
を
備
え
る
法
人
が
積

極
的
に
受
け
入
れ
、
ま
た
呼
吸
器
及
び
消

化
器
領
域
の
内
科
疾
患
や
整
形
外
科
疾

患
に
つ
い
て
も
、
専
門
性
を
活
か
し
て
高

度
な
医
療
を
提
供
す
る
。

Ｄ
Ｓ
Ａ
（
血
管
造
影
検
査
）

血
管
内
に
造
影
剤
を
挿
入
し
、病
変
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
検
査
す
る
方
法

ｔ
-Ｐ
A
治
療
（
血
栓
溶
解
療
法
）

急
性
期
の
脳
梗
塞
の
治
療
法

指
標

29
年
度

実
績

R
1年
度

目
標

手
術
件
数
（
件
）

20
1

24
0

血
管
内
治
療
件
数
（
件
）

40
43

t-
P
A
治
療
件
数
（
件
）

11
12

内
視
鏡
検
査
件
数
（
件
）

24
0

25
0

現
在
、
西
都
児
湯
医
療
圏
か
ら
は
約
4

割
の
患
者
が
圏
外
へ
流
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
を
図
り
、

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
医
療
圏
内
で
完
結

で
き
る
診
療
体
制
の
実
現
を
目
指
す
。

特
に
高
齢
者
に
多
く
か
つ
緊
急
性
の
高

い
脳
卒
中
等
の
脳
疾
患
患
者
に
つ
い
て
、Ｍ

Ｒ
Ｉ
装
置
や
Ｄ
Ｓ
Ａ
装
置
と
い
っ
た
高
度

医
療
機
器
を
備
え
る
法
人
が
積
極
的
に
受

け
入
れ
、
ま
た
呼
吸
器
、
循
環
器
及
び
消
化

器
領
域
の
内
科
疾
患
や
整
形
外
科
疾
患
に

つ
い
て
も
、専
門
性
を
活
か
し
て
高
度
な
医

療
を
提
供
す
る
。

指
標

29
年
度

実
績

R
1年
度

計
画

手
術
件
数
（
件
）

20
1

24
0

血
管
内
治
療
件
数
（
件
）

40
43

t-
PA
治
療
件
数
（
件
）

11
12

内
視
鏡
検
査
件
数
（
件
）

24
0

25
0

当
院
は
稼
働
病
床
数
69
床
（
許
可
病
床
数
：
91
床
）

の
病
院
と
し
て
、
今
年
度
も
急
性
期
の
医
療
を
継
続
し
、

緊
急
性
の
高
い
脳
卒
中
等
の
脳
疾
患
や
呼
吸
器
疾
患
及

び
骨
折
等
の
整
形
外
科
疾
患
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。

高
度
医
療
機
器
は
、
M
RI
・
C
T
・
D
SA
が
あ
る
。

M
RI
検
査
は
平
成
30
年
度
3,
05
8
件
、
令
和
元
年
度

2,
95
0
件
で
10
8
件
の
減
少
、
C
T
検
査
は
平
成
30
年

度
3,
58
2
件
、
令
和
元
年
度
は
3,
56
3
件
で
19
件
の
減

少
、
D
SA
は
平
成
30
年
度
10
7
件
、
令
和
元
年
度
は

85
件
で
22
件
減
少
し
た
。

急
性
期
医
療
と
し
て
は
、脳
神
経
外
科
の
検
査
や
手
術

に
加
え
て
、
呼
吸
器
内
科
の
直
達
硬
性
鏡
を
用
い
た
気

管
・
気
管
支
腫
瘍
の
切
除
ま
た
は
ス
テ
ン
ト
留
置
術
、
内

視
鏡
検
査
や
治
療
等
の
高
度
な
医
療
を
提
供
し
た
。

ま
た
、外
傷
や
骨
折
等
の
診
療
及
び
大
腿
骨
頭
置
換
手

術
等
の
高
度
な
医
療
を
提
供
し
た
。

整
形
外
科
の
緊
急
以
外
の
定
例
手
術
や
受
傷
後
48
時

間
以
内
の
早
期
に
手
術
治
療
が
望
ま
し
い
症
例
は
、理
事

長
自
ら
麻
酔
を
担
当
し
た
。

４
４

指
標

R1
年
度

実
績

手
術
件
数
（
件
）

28
8

血
管
内
治
療
件
数
（
件
）

42
t-
PA
治
療
件
数
（
件
）

9
内
視
鏡
検
査
件
数
（
件
）

27
1

-
4
-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
医
療
サ
ー
ビ
ス

（
2）

初
期
救
急
医
療
体
制
の
維
持
及
び
充
実

中
期
目
標

地
域
に
と
っ
て
不
可
欠
な
初
期
救
急
医
療
体
制
を
確
実
に
維
持
す
る
と
と
も
に
、
医
師
を
始
め
と
す
る
医
療
職
の
確
保
や
医
師
会
と
の
連
携
強
化
を
進
め
な
が
ら
、
受
入
時
間
の

延
長
な
ど
、
体
制
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
法
人
で
の
対
応
が
困
難
な
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
医
療
圏
外
の
二
次
・
三
次
救
急
病
院
と
の
連
携
を
図
り
、
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を
備
え
る
地
域

で
唯
一
の
医
療
機
関
と
し
て
受
け
入
れ

時
間
の
延
長
な
ど
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
職
の
確
保
と

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
地
元
医
師
会
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
医
療
機
関
や
宮

崎
大
学
か
ら
の
支
援
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
受
入
体
制
の
確
実
な
維
持
・
充

実
に
努
め
る
。

ま
た
、
法
人
で
の
対
応
が
困
難
な
高
度

救
急
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
大
学
医
学
部
附

属
病
院
や
県
立
宮
崎
病
院
を
は
じ
め
と

す
る
圏
外
の
二
次
・
三
次
救
急
病
院
と
緊

密
に
連
携
し
、
必
要
な
処
置
及
び
診
断
を

行
っ
た
う
え
で
搬
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
う
。

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を
備
え
る
地
域

で
唯
一
の
医
療
機
関
と
し
て
受
け
入
れ

時
間
の
延
長
な
ど
、
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
職
の
確

保
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
地
元
医

師
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
医
療
機

関
や
宮
崎
大
学
か
ら
の
支
援
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
受
入
体
制
の
確
実
な

維
持
・
充
実
に
努
め
る
。

ま
た
、
法
人
で
の
対
応
が
困
難
な
高

度
救
急
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
大
学
医
学

部
附
属
病
院
や
県
立
宮
崎
病
院
を
は
じ

め
と
す
る
圏
外
の
二
次
・
三
次
救
急
病

院
と
緊
密
に
連
携
し
、
必
要
な
処
置
及

び
診
断
を
行
っ
た
う
え
で
搬
送
す
る
こ

と
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を

行
う
。

西
都
児
湯
地
域
で
唯
一
内
科
・
外
科
の
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
を
備
え
て
い
る
が
、
救
急
搬
送
患
者
の
約
４
割
が
圏

外
へ
流
出
し
て
い
た
。
西
都
児
湯
医
療
圏
の
救
急
医
療
の

現
状
に
つ
い
て
理
事
長
自
ら
搬
送
先
や
受
入
拒
否
、
時
間

帯
別
の
対
応
状
況
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

地
域
の
急
性
期
を
担
う
医
療
機
関
と
し
て
、
増
加
す
る

救
急
搬
送
依
頼
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
、
日
中
及
び
夜
間

の
救
急
搬
送
の
受
入
を
担
当
す
る
医
師
へ
可
能
な
限
り
受

け
入
れ
る
よ
う
要
請
し
続
け
た
結
果
、
前
年
度
と
同
程
度

の
1,
01
8件
の
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

西
都
児
湯
医
療
圏
外
へ
の
搬
送
割
合
が
少
し
で
も
低
下

す
る
よ
う
に
、
救
急
搬
送
の
受
入
体
制
の
更
な
る
強
化
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

３
３

29
年
度

実
績

R1
年
度

計
画

救急
車搬

入件
数（

件）
83
6

85
0

救急
車応

需率
（％

）
65

70

29
年
度

実
績

R1
年
度

計
画

救急
車搬

入件
数（

件）
83
6

85
0

救急
車応

需率
（％

）
65

70

指
標

R1
年
度

実
績

救
急
車
搬
入
件
数
（
件
）

1,
01
8

救
急
車
応
需
率
（
％
）

68
.1

-
5
-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
医
療
サ
ー
ビ
ス

（
3）

地
域
医
療
連
携
の
推
進

中
期
目
標

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
充
実
し
た
医
療
設
備
や
手
厚
い
看
護
体
制
に
よ
っ
て
症
状
の
安
定
化
を
図
り
、
地
域
の
医
療
機
関
若
し
く
は
高
齢
者
施
設
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
受
渡
し
を
行
う
な
ど
、
医
療
連
携
の
推
進
・
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
た
め
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
機

能
分
担
と
協
力
体
制
を
強
化
し
、
病
病
連

携
・
病
診
連
携
を
推
進
す
る
。
地
域
の
医

療
機
関
と
協
力
し
紹
介
さ
れ
た
患
者
の

受
入
れ
と
患
者
に
適
し
た
医
療
機
関
へ

の
紹
介
を
進
め
、
紹
介
率
及
び
逆
紹
介
率

の
向
上
を
図
る
。

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
た
め
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の

機
能
分
担
と
協
力
体
制
を
強
化
し
、
病

病
連
携
・
病
診
連
携
を
推
進
す
る
。
地

域
の
医
療
機
関
と
協
力
し
紹
介
さ
れ
た

患
者
の
受
入
れ
と
患
者
に
適
し
た
医
療

機
関
へ
の
紹
介
を
進
め
、
紹
介
率
及
び

逆
紹
介
率
の
向
上
を
図
る
。

他
の
医
療
機
関
や
施
設
等
か
ら
の
紹
介
患
者
を
す

み
や
か
に
受
け
入
れ
、
退
院
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
、
４
月
に
地
域
医
療
連
携
室
へ
看
護
師
１
名
を

配
置
し
社
会
福
祉
士
と
合
わ
せ
て
３
人
体
制
と
し
た
。

地
域
医
療
連
携
室
は
、
転
院
に
伴
う
医
療
機
関
や
施

設
選
定
、
在
宅
復
帰
に
向
け
た
家
族
と
の
調
整
等
の
業

務
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
が
、
紹
介
率
・
逆
紹

介
率
と
も
に
前
年
度
を
下
回
り
、
計
画
値
も
下
回
る

結
果
と
な
っ
た
。

2
２

紹
介
率
が
低
い
の
は
、
救
急
搬
送

が
多
い
か
ら
な
の
か
。

逆
紹
介
率
が
増
え
れ
ば
、
紹
介
率

も
上
が
っ
て
く
る
。

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

目
標

紹
介
率
（
％
）

54
.4

55
以
上

逆
紹
介
率
（
％
）

75
.0

75
以
上

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

計
画

紹
介
率
（
％
）

54
.4

55
以
上

逆
紹
介
率
（
％
）

75
.0

75
以
上

指
標

R1
年
度

実
績

紹
介
率
（
％
）

24
.1

逆
紹
介
率
（
％
）

61
.2

-
6
-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
医
療
サ
ー
ビ
ス

（
4）

在
宅
医
療
の
充
実
に
向
け
た
支
援

中
期
目
標

主
治
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
退
院
時
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
参
加
を
促
す
な
ど
、
在
宅
医
療
に
係
る
関
係
機
関
と
の
円
滑
な
連
携
に
よ
る
退
院
支
援
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
を
強
化
し
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

在
宅
医
療
の
充
実
に
向
け
て
、
入
院
早

期
よ
り
退
院
困
難
な
要
因
を
有
す
る
患

者
を
把
握
し
、
入
院
患
者
の
在
宅
医
療
へ

の
移
行
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
支
援

す
る
。
退
院
支
援
の
際
、
患
者
・
家
族
や

医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
関
係
機
関
等
と

情
報
共
有
や
調
整
を
十
分
に
図
る
。
主
治

医
や
看
護
師
、
そ
の
他
患
者
に
関
わ
る
職

種
で
役
割
分
担
の
下
、
チ
ー
ム
医
療
と
し

て
在
宅
医
療
体
制
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

在
宅
医
療
の
充
実
に
向
け
て
、
入
院
早

期
よ
り
退
院
困
難
な
要
因
を
有
す
る
患

者
を
把
握
し
、
入
院
患
者
の
在
宅
医
療
へ

の
移
行
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
支
援

す
る
。
退
院
支
援
の
際
、
患
者
・
家
族
や

医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
関
係
機
関
等
と

情
報
共
有
や
調
整
を
十
分
に
図
る
。
主
治

医
や
看
護
師
、
そ
の
他
患
者
に
関
わ
る
職

種
で
役
割
分
担
の
下
、
チ
ー
ム
医
療
と
し

て
在
宅
医
療
体
制
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

在
宅
医
療
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

は
、
地
域
医
療
連
携
室
が
積
極
的
に
患
者
支
援
を
行

っ
た
。

看
護
師
は
主
に
入
院
時
の
受
け
入
れ
を
担
当
し
、

社
会
福
祉
士
が
在
宅
復
帰
に
向
け
て
主
治
医
や
看
護

師
及
び
多
職
種
で
対
応
し
た
。
患
者
や
家
族
の
支
援

を
行
う
た
め
、
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
担
当
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
及
び
地
域
民
生
委
員
等
と
在
宅
復
帰

に
向
け
た
支
援
や
調
整
等
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

3
３

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

目
標

退院
支援

相談
件数

（件
）

28
4

30
0

医療
相談

件数
（件

）
57
2

60
0

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

目
標

退院
支援

相談
件数

（件
）

28
4

30
0

医療
相談

件数
（件

）
57
2

60
0

指
標

R1
年
度

実
績

退
院
支
援
相
談
件
数
（
件
）

49
7

医
療
相
談
件
数
（
件
）

58
7

-
7
-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
医
療
サ
ー
ビ
ス

（
5）

地
域
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割

中
期
目
標

今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
や
そ
の
他
の
緊
急
時
に
お
い
て
、
西
都
児
湯
二
次
医
療
圏
の
地
域
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
施
設
要
件
等

の
機
能
の
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
地
域
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
平
時
に
お
い
て
も
、
緊
急
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
の
確

保
や
災
害
医
療
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
迅
速
か
つ
適
切
な
医
療
提
供
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

西
都
児
湯
二
次
医
療
圏
の
地
域
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
、
災
害
発
生
時
や
そ
の

他
の
緊
急
時
に
お
い
て
、
患
者
の
受
入
れ

や
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
に
適
切
に
対
応
で

き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
等
に
万
全
な
対
応

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
院
内
災
害

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
必
要
物
品

等
の
確
保
、
他
の
二
次
医
療
機
関
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
医
療
機
関
と
の
連
携
訓

練
の
実
施
や
広
域
災
害
対
応
訓
練
等
へ

の
参
加
を
通
し
て
、
人
材
の
育
成
に
努
め

る
。 特
に
、
重
要
な
役
割
を
担
う
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
派
遣
先
で

の
活
動
、
他
の
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
の

受
入
れ
な
ど
円
滑
な
実
施
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
。

西
都
児
湯
二
次
医
療
圏
の
地
域
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
、
災
害
発
生
時
や
そ
の

他
の
緊
急
時
に
お
い
て
、
患
者
の
受
入
れ

や
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
に
適
切
に
対
応
で

き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
等
に
万
全
な
対
応

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
院
内
災
害

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
必
要
物
品

等
の
確
保
、
他
の
二
次
医
療
機
関
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
医
療
機
関
と
の
連
携
訓

練
の
実
施
や
広
域
災
害
対
応
訓
練
等
へ

の
参
加
を
通
し
て
、
人
材
の
育
成
に
努
め

る
。 特
に
、
重
要
な
役
割
を
担
う
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
派
遣
先
で

の
活
動
、
他
の
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
の

受
入
れ
な
ど
円
滑
な
実
施
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
。

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
元
年
度
災
害
対

応
訓
練
・
大
規
模
地
震
時
医
療
活
動
訓
練
に
併
せ
て
、

午
前
中
は
院
内
の
災
害
訓
練
を
職
員
58
名
が
参
加
し

て
行
っ
た
。
主
な
訓
練
内
容
と
し
て
は
、
各
部
局
の

職
員
間
で
現
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
ア
ク
シ
ョ

ン
カ
ー
ド
の
不
備
及
び
問
題
点
の
抽
出
を
行
っ
た
。

訓
練
後
、
抽
出
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
対
策
等
協
議

し
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー

ド
の
修
正
・
改
定
に
取
り
組
ん
だ
。
午
後
は
、
D
M
A
T

と
事
務
職
員
が
県
外
D
M
A
T
と
の
連
携
や
傷
病
者

の
転
院
搬
送
依
頼
な
ど
の
実
働
訓
練
を
行
っ
た
。

災
害
対
策
委
員
会
に
お
い
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
備
蓄
計
画
等
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
。
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
入
院
患
者
用
の

医
薬
品
、
食
糧
品
、
飲
料
水
は
3
日
分
確
保
し
て
い

る
が
、
外
来
患
者
や
避
難
者
用
の
備
蓄
が
な
い
た
め
、

今
年
度
は
3
日
分
の
食
糧
と
飲
料
水
及
び
簡
易
ト
イ

レ
に
つ
い
て
備
蓄
を
行
っ
た
。

災
害
発
生
時
、
病
院
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
水
や
自
家
発
電
機
の
予
備
燃
料
の
備
蓄
に

つ
い
て
次
年
度
以
降
整
備
予
定
で
あ
る
。

3
３

医
師
の
D
M
AT
資
格
の
取
得
に

つ
い
て
。

-
8
-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
医
療
の
質
の
向
上

（
1）
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

中
期
目
標

医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
や
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
優
秀
な
医
師
、
看
護
師
、
医
療
技
術
職
等
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

急
性
期
医
療
を
担
う
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
地
域
医
療
の
水
準
の
維
持
向

上
を
図
る
た
め
、
医
師
会
な
ど
の
関
係
機

関
・
団
体
や
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
新
病
院
で
の
体
制
整

備
を
考
慮
し
た
医
療
職
確
保
を
計
画
的

に
行
う
。

ま
た
、
院
内
に
お
け
る
教
育
研
修
制
度

の
充
実
や
就
労
環
境
の
向
上
、
医
師
の
負

担
軽
減
策
の
実
施
に
よ
っ
て
優
秀
な
医

師
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
質
の
高

い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
優
秀
な
看
護

師
や
医
療
技
術
職
の
確
保
に
努
め
、
適
切

な
医
療
体
制
を
維
持
す
る
。

急
性
期
医
療
を
担
う
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
地
域
医
療
の
水
準
の
維
持
向

上
を
図
る
た
め
、
医
師
会
な
ど
の
関
係
機

関
・
団
体
や
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
新
病
院
で
の
体
制
整

備
を
考
慮
し
た
医
療
職
確
保
を
計
画
的

に
行
う
。

ま
た
、
院
内
に
お
け
る
教
育
研
修
制
度

の
充
実
や
就
労
環
境
の
向
上
、
医
師
の
負

担
軽
減
策
の
実
施
に
よ
っ
て
優
秀
な
医

師
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
質
の
高

い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
優
秀
な
看
護

師
や
医
療
技
術
職
の
確
保
に
努
め
、
適
切

な
医
療
体
制
を
維
持
す
る
。

(1
)
医
師

前
年
度
末
循
環
器
内
科
常
勤
医
師
１
名
が
退
職
し
た

た
め
常
勤
医
師
6
名
と
な
っ
た
。

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、勤
務
医
の
１
人
当
た
り
月
6

～
７
回
の
当
直
や
宮
崎
大
学
医
学
部
及
び
西
都
市
西
児

湯
医
師
会
か
ら
の
医
師
派
遣
継
続
を
い
た
だ
き
、
昨
年

同
様
の
診
療
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
2）
看
護
師

入
院
と
外
来
患
者
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
看

護
師
の
採
用
を
す
す
め
た
が
、
今
年
度
は
看
護
師
の
採

用
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
看
護
大
学
や
専
門
学
校
を
訪
問
し
、
病
院
の

Ｐ
Ｒ
や
奨
学
金
等
の
内
容
を
説
明
し
新
卒
の
看
護
師
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
も
行
っ
た
。

3
３

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

目
標

常
勤
医
師
数
（
名
）

6
7

看
護
師
数
（
名
）

59
64

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

計
画

常
勤
医
師
数
（
名
）

6
7

看
護
師
数
（
名
）

59
64

指
標

R1
年
度

実
績

常
勤
医
師
数
（
名
）

6
看
護
師
数
（
名
）

60

-
9
-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
医
療
の
質
の
向
上

（
2）
医
療
安
全
対
策
の
徹
底

中
期
目
標

患
者
及
び
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
院
内
感
染
防
止
対
策
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
医
療
安
全
管
理
室
を
中
心
に
医
療
事
故
等
に
関
す
る

情
報
の
収
集
及
び
分
析
に
努
め
、
医
療
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

患
者
や
職
員
に
関
す
る
安
全
の
確
保

の
た
め
、
医
療
安
全
管
理
室
を
中
心
に
医

療
安
全
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
分
析

を
行
い
、
医
療
安
全
策
の
徹
底
に
努
め

る
。
ま
た
、
予
防
策
を
徹
底
し
、
各
種
の

感
染
症
に
対
し
て
適
切
に
対
応
し
、
患
者

の
安
全
や
職
員
の
健
康
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
院
内
感
染
の
防
止
に
努
め
る
。

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

目
標

医
療
安
全
委
員
会
開
催
数
（
回
）

12
12

院
内
医
療
安
全
研
修
会
回
数
（
回
）

4
4

院
内
感
染
対
策
委
員
会
開
催
数
（
回
）

12
12

院
内
感
染
対
策
研
修
会
回
数
（
回
）

2
4

院
外
研
修
へ
の
参
加
回
数
（
回
）

10
14

患
者
や
職
員
に
関
す
る
安
全
の
確
保

の
た
め
、
医
療
安
全
管
理
室
を
中
心
に
医

療
安
全
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
分
析

を
行
い
、
医
療
安
全
策
の
徹
底
に
努
め

る
。
ま
た
、
予
防
策
を
徹
底
し
、
各
種
の

感
染
症
に
対
し
て
適
切
に
対
応
し
、
患
者

の
安
全
や
職
員
の
健
康
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
院
内
感
染
の
防
止
に
努
め
る
。

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

計
画

医
療
安
全
委
員
会
開
催
数
（
回
）

12
12

院
内
医
療
安
全
研
修
会
回
数
（
回
）

4
4

院
内
感
染
対
策
委
員
会
開
催
数
（
回
）

12
12

院
内
感
染
対
策
研
修
会
回
数
（
回
）

2
4

院
外
研
修
へ
の
参
加
回
数
（
回
）

10
14

医
療
安
全
・
院
内
感
染
と
も
に
委
員
会
や
院
内
研
修

会
を
計
画
に
基
づ
き
開
催
し
た
。
ま
た
、
医
療
安
全
管

理
体
制
の
充
実
に
向
け
医
師
と
専
任
の
医
療
安
全
管
理

者
が
毎
週
１
回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
医
療
安
全
管
理
体
制
の
充
実
を

図
っ
た
。

院
内
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
看
護
管
理
者
の
感
染

管
理
に
お
け
る
知
識
を
高
め
自
施
設
に
お
い
て
感
染
対

策
に
責
任
を
持
ち
、
指
導
や
看
護
実
践
で
き
る
指
導
者

育
成
に
も
取
り
組
ん
だ
。

3
３

指
標

R1
年
度

実
績

医
療
安
全
委
員
会
開
催
数
（
回
）

12

院
内
医
療
安
全
研
修
会
回
数
（
回
）

4

院
内
感
染
対
策
委
員
会
数
（
回
）

12

院
内
感
染
対
策
研
修
会
回
数
（
回
）

4

院
外
研
修
へ
の
参
加
回
数
（
回
）

11

-
1
0
-

10



第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
医
療
の
質
の
向
上

（
3）
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
導
入
の
推
進

中
期
目
標

医
療
連
携
の
強
化
と
医
療
の
標
準
化
・
最
適
化
を
図
る
た
め
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
（
病
気
ご
と
に
、
治
療
や
検
査
、
看
護
ケ
ア
な
ど
の
内
容
及
び
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
一
覧
表
に
表
し
た
も
の
で
、
医
療
連
携
の
標
準
化
、
効
率
化
等
に
資
す
る
入
院
診
療
計
画
書
）
の
作
成
及
び
運
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
転
院
後
あ
る
い
は
退
院
後

の
医
療
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
（
病
気
ご
と

に
、
治
療
や
検
査
、
看
護
ケ
ア
な
ど
の

内
容
及
び
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

一
覧
表
に
表
し
た
も
の
で
、
医
療
連
携

の
標
準
化
、
効
率
化
等
に
資
す
る
入
院

診
療
計
画
書
）
の
作
成
及
び
入
院
患
者

へ
の
適
用
に
よ
っ
て
、
一
貫
性
の
あ
る

医
療
を
提
供
し
、
治
療
効
果
の
向
上
を

図
る
。

ま
た
、
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ

ス
の
作
成
及
び
運
用
に
向
け
た
検
討

に
着
手
し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
情

報
共
有
や
ス
ム
ー
ズ
な
患
者
の
受
け

渡
し
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
医
療
の

提
供
の
実
現
を
目
指
す
。

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
（
病
気
ご
と
に
、

治
療
や
検
査
、
看
護
ケ
ア
な
ど
の
内
容
及

び
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
覧
表
に
表

し
た
も
の
で
、
医
療
連
携
の
標
準
化
、
効

率
化
等
に
資
す
る
入
院
診
療
計
画
書
）
の

作
成
及
び
入
院
患
者
へ
の
適
用
に
よ
っ

て
、
一
貫
性
の
あ
る
医
療
を
提
供
し
、
治

療
効
果
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス

の
作
成
及
び
運
用
に
向
け
た
検
討
に
着
手

し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
情
報
共
有
や

ス
ム
ー
ズ
な
患
者
の
受
け
渡
し
に
よ
る
切

れ
目
の
な
い
医
療
の
提
供
の
実
現
を
目
指

す
。

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
テ

ィ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
を
中
心
に
現
在
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

パ
ス
の
見
直
し
と
新
た
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
作
成

に
向
け
取
り
組
ん
だ
。

今
年
度
は
、
脳
梗
塞
、
コ
イ
ル
塞
栓
術
の
2つ
に
つ
い

て
作
成
し
た
。

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
は
、
周
辺
の
医
療
機

関
と
連
携
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
も
継
続
し

て
検
討
を
行
う
。

3
３

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス

が
あ
れ
ば
、紹
介
率
及
び
逆
紹
介
率

も
向
上
す
る
。

今
後
、整
形
外
科
の
分
野
も
推
進

す
る
。

指
標

29
年度 実績

R1
年度 目標

ｸﾘ
ﾃｨ
ｶﾙ
ﾊﾟ
ｽ数
（
種
類
）

7
14

地
域
連
携
ｸﾘ
ﾃｨ
ｶﾙ
ﾊﾟ
ｽ数

（
種
類
）

0
0

指
標

29
年度 実績

R1
年度 計画

ｸﾘ
ﾃｨ
ｶﾙ
ﾊﾟ
ｽ数
（
種
類
）

7
14

地
域
連
携
ｸﾘ
ﾃｨ
ｶﾙ
ﾊﾟ
ｽ数
（
種

類
）

0
0

指
標

R1
年
度

実
績

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ﾊﾟ
ｽ数
（
種
類
）

14

地
域
連
携
ｸﾘ
ﾃｨ
ｶﾙ
ﾊﾟ
ｽ数
（
種
類
）

0

-
1
1
-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
医
療
の
質
の
向
上

（
4）
高
度
医
療
機
器
等
の
計
画
的
な
更
新
・
整
備

中
期
目
標

地
域
の
中
核
的
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
救
急
医
療
を
は
じ
め
各
診
療
分
野
に
お
い
て
高
度
医
療
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
法
人
に
求
め
ら
れ
る
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
高
度
医
療
機
器
や
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
を
計
画
的
に
更
新
・
整
備
す
る
こ
と
。
な
お
、
更
新
・
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
費
用
対
効
果
、
地

域
の
医
療
需
要
及
び
医
療
技
術
の
進
展
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
、
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

法
人
に
求
め
ら
れ
る
高
度
で
質
の
高

い
医
療
を
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
高
度
医
療
機
器
等
の
整
備
計
画

を
作
成
し
、
計
画
的
な
整
備
・
更
新
を

行
う
。
な
お
、
高
額
機
器
導
入
等
に
つ

い
て
は
、
費
用
対
効
果
、
地
域
の
医
療

需
要
及
び
医
療
技
術
の
進
展
な
ど
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
て
、
計
画
的
に
更

新
・
整
備
を
行
う
。

法
人
に
求
め
ら
れ
る
高
度
で
質
の
高

い
医
療
を
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
高
度
医
療
機
器
等
の
整
備
計
画

を
作
成
し
、
計
画
的
な
整
備
・
更
新
を

行
う
。
な
お
、
高
額
機
器
導
入
等
に
つ

い
て
は
、
費
用
対
効
果
、
地
域
の
医
療

需
要
及
び
医
療
技
術
の
進
展
な
ど
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
て
、
計
画
的
に
更

新
・
整
備
を
行
う
。

各
部
署
か
ら
必
要
な
機
器
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
医

療
機
器
購
入
計
画
を
作
成
し
、
計
画
に
基
づ
い
て
予
算
化
し
、

計
画
的
に
医
療
機
器
を
購
入
す
る
よ
う
に
し
た
。

高
度
医
療
機
器
で
あ
る
M
RI
機
器
が
老
朽
化
し
て
い
た
た

め
、
機
器
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
工
事
を
行
っ
た
。
更
新
後

は
M
RI
の
撮
影
速
度
が
増
し
て
画
質
も
向
上
し
た
た
め
、
患

者
さ
ん
の
撮
影
時
の
負
担
軽
減
と
診
療
の
質
の
向
上
に
繋
が

っ
た
。
ま
た
、
手
術
滅
菌
機
器
用
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
も
老
朽

化
し
て
い
た
た
め
機
器
の
更
新
を
行
っ
た
。

3
３

-
1
2
-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
医
療
の
質
の
向
上

（
5）
研
修
制
度
の
確
立

中
期
目
標

職
務
や
職
責
に
応
じ
た
能
力
の
向
上
及
び
各
部
門
に
お
け
る
各
種
専
門
資
格
の
取
得
に
よ
る
専
門
性
・
医
療
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
制
度
を
整
備
し
、
計
画
的
な
研
修

を
行
う
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、意
見
な
ど

ア
医
師

医
療
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、地
域
医

療
に
貢
献
で
き
る
医
師
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
専
門
医
、
認
定
医
、
指
導
医
の

資
格
取
得
に
向
け
た
活
動
や
学
会
等
へ
の

参
加
を
可
能
と
す
る
支
援
体
制
を
整
備
し
、

教
育
・
研
修
体
制
の
充
実
等
に
取
り
組
む
。

イ
看
護
師

中
堅
看
護
師
か
ら
新
人
看
護
師
へ
の
ス

キ
ル
移
管
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、認

定
看
護
師
等
の
資
格
取
得
等
を
支
援
す
る

専
門
・
認
定
看
護
師
等
育
成
奨
学
金
の
活
用

と
、
教
育
・
研
修
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
年
間
の
研
修
計
画
を
策
定
し
、
計
画

に
基
づ
い
た
確
実
な
実
行
と
と
も
に
、職
員

の
意
識
向
上
を
図
る
。

ア
医
師

医
療
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、地
域
医

療
に
貢
献
で
き
る
医
師
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
専
門
医
、
認
定
医
、
指
導
医
の

資
格
取
得
に
向
け
た
活
動
や
学
会
等
へ
の

参
加
を
可
能
と
す
る
支
援
体
制
を
整
備
し
、

教
育
・
研
修
体
制
の
充
実
等
に
取
り
組
む
。

イ
看
護
師

中
堅
看
護
師
か
ら
新
人
看
護
師
へ
の
ス

キ
ル
移
管
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、認

定
看
護
師
等
の
資
格
取
得
等
を
支
援
す
る

専
門
・
認
定
看
護
師
等
育
成
奨
学
金
の
活
用

と
、
教
育
・
研
修
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
年
間
の
研
修
計
画
を
策
定
し
、
計
画

に
基
づ
い
た
確
実
な
実
行
と
と
も
に
、職
員

の
意
識
向
上
を
図
る
。

ア
医
師

当
該
医
師
ら
が
診
療
を
行
う
上
で
必
要
な
専
門
医
、
認

定
医
の
資
格
更
新
の
た
め
の
単
位
取
得
を
目
的
と
す
る
県

外
で
開
催
さ
れ
た
学
会
に
14
回
、
県
内
で
開
催
さ
れ
た
研

修
会
に
2
回
参
加
し
た
。
特
に
、
学
会
発
表
は
病
院
の
Ｐ

Ｒ
も
兼
ね
る
た
め
、
積
極
的
な
発
表
を
医
師
へ
要
請
し
、

今
年
度
は
日
本
脊
髄
外
科
学
会
や
日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学

会
等
７
学
会
で
症
例
発
表
を
行
っ
た
。

イ
看
護
師

看
護
部
は
組
織
力
強
化
に
取
り
組
み
、
看
護
管
理
者
の

役
割
遂
行
能
力
向
上
へ
の
指
導
を
強
化
し
た
。
特
に
看
護

管
理
者
の
感
染
管
理
に
お
け
る
知
識
を
高
め
、
自
施
設
に

お
い
て
感
染
対
策
に
責
任
を
持
ち
、
指
導
や
看
護
実
践
で

き
る
指
導
者
育
成
に
も
取
り
組
ん
だ
。

看
護
職
員
の
労
働
安
全
衛
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
看
護
管
理
者
が
法
律
を
学
び
現
任
教
育
で
活
か
す
た

め
の
支
援
も
行
っ
た
。
生
涯
を
通
じ
て
健
康
に
働
き
続
け

ら
れ
る
た
め
の
方
法
を
学
び
、
実
践
に
活
か
し
て
い
る
。

看
護
の
質
向
上
の
た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
宮
崎
県
立

看
護
大
学
と
共
同
で
「
看
護
の
質
向
上
を
目
指
し
た
実
践

及
び
研
究
の
共
同
事
業
」
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
自
施
設

内
で
取
り
組
ん
だ
看
護
実
践
に
つ
い
て
日
本
看
護
学
会
や

日
本
呼
吸
器
学
会
及
び
研
究
会
等
へ
５
演
題
投
稿
し
そ
れ

ぞ
れ
発
表
を
行
っ
た
。

今
年
度
か
ら
宮
崎
県
立
看
護
大
学
４
年
生
３
名
の
臨
地

実
習
を
受
け
入
れ
た
。
地
域
医
療
に
根
ざ
し
た
救
急
外
来

で
の
臨
地
実
習
を
通
し
て
自
施
設
の
看
護
師
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

3
３

認
定
看
護
師
は
看
護
師
の

資
格
取
得
制
度
で
あ
り
、感
染

症
も
含
め
ス
タ
ッ
フ
育
成
に

な
る
。

認
定
看
護
師
を
取
得
す
る

に
は
、研
修
の
参
加
は
必
須
な

の
か
。

認
定
看
護
師
の
増
加
を
望

む
。

-
1
3
-
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ウ
そ
の
他
医
療
職

そ
の
他
医
療
職
に
つ
い
て
は
、部
門
間
の

情
報
共
有
や
連
携
強
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、専
門
性
向
上
の
た
め
の
資
格
取
得
等

を
支
援
す
る
体
制
を
整
備
し
、地
域
医
療
に

必
要
な
専
門
性
や
医
療
技
術
の
向
上
を
図

る
。

エ
事
務
職

事
務
職
に
つ
い
て
は
、診
療
報
酬
改
定
な

ど
外
部
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、外
部
研
修
等
を
受
講
す

る
と
と
も
に
、医
療
経
営
や
病
院
運
営
に
関

す
る
知
識
や
経
験
を
蓄
積
し
、今
後
の
改
善

に
つ
な
げ
る
た
め
の
院
内
の
勉
強
会
等
を

適
宜
計
画
し
実
施
す
る
。

（
注
）
専
門
医
、
認
定
医
等
資
格
取
得
数
は
、
27
年
9

月
1
日
現
在
で
在
籍
し
て
い
る
常
勤
医
師
の
保
有
資

格
数

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

目
標

専
門
医
、
認
定
医
資
格
取
得
数
（
名
）

11
12

認
定
看
護
師
資
格
取
得
者
数
（
名
）

0
1

そ
の
他
医
療
職
に
よ
る
外
部
研
修
（
回
）

98
10
0

事
務
職
に
よ
る
院
内
勉
強
会
開
催
（
回
）

3
3

ウ
そ
の
他
医
療
職

そ
の
他
医
療
職
に
つ
い
て
は
、部
門
間
の
情

報
共
有
や
連
携
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、専
門
性
向
上
の
た
め
の
資
格
取
得
等
を

支
援
す
る
体
制
を
整
備
し
、地
域
医
療
に
必

要
な
専
門
性
や
医
療
技
術
の
向
上
を
図
る
。

エ
事
務
職

事
務
職
に
つ
い
て
は
、診
療
報
酬
改
定
な

ど
外
部
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、外
部
研
修
等
を
受
講
す

る
と
と
も
に
、医
療
経
営
や
病
院
運
営
に
関

す
る
知
識
や
経
験
を
蓄
積
し
、今
後
の
改
善

に
つ
な
げ
る
た
め
の
院
内
の
勉
強
会
等
を

適
宜
計
画
し
実
施
す
る
。

（
注
）
専
門
医
、
認
定
医
等
資
格
取
得
数
は
、
27
年
9

月
1日
現
在
で
在
籍
し
て
い
る
常
勤
医
師
の
保
有
資
格

数

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

計
画

専
門
医
、
認
定
医
資
格
取
得
数
（
名
）

11
12

認
定
看
護
師
資
格
取
得
者
数
（
名
）

0
1

そ
の
他
医
療
職
に
よ
る
外
部
研
修
（
回
）

98
10
0

事
務
職
に
よ
る
院
内
勉
強
会
開
催
（
回
）

3
3

外
来
/手
術
室
看
護
師
は
、
新
た
な
診
療
科
へ
の
看
護
の

質
向
上
対
応
能
力
へ
の
取
組
み
と
し
て
、
宮
崎
大
学
医
学

部
附
属
病
院
の
手
術
室
や
中
央
材
料
室
の
見
学
実
習
を
実

施
し
実
践
へ
繋
げ
た
。

看
護
職
員
と
し
て
の
自
己
研
鑽
を
目
的
と
し
た
院
外
研

修
受
講
は
80
回
、
院
内
研
修
開
催
は
伝
達
講
習
も
含
め
て

46
回
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
は
働
き
方
改
革
に

合
わ
せ
、
時
間
内
研
修
開
催
で
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

認
定
看
護
師
資
格
取
得
に
向
け
て
計
画
的
に
進
め
て
い

る
が
、
今
年
度
は
資
格
取
得
に
は
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
次

年
度
以
降
資
格
取
得
を
目
指
す
。

ウ
そ
の
他
医
療
職

今
年
度
も
、専
門
職
種
が
県
内
外
の
学
会
や
研
修
会
に

積
極
的
に
参
加
し
た
。
院
外
研
修
と
し
て
、
平
成
28
年
度

以
降
臨
床
検
査
技
師
の
超
音
波
研
修
に
つ
い
て
は
、超
音

波
技
術
の
向
上
に
向
け
て
、技
師
1名
が
週
2回
宮
崎
市
内

の
病
院
に
出
向
き
研
修
を
受
け
て
い
る
。

エ
事
務
職

事
務
職
に
よ
る
院
内
研
修
会
と
し
て
、
10
月
に
B
LS

研
修
会
、
2月
に
病
院
建
設
に
関
す
る
研
修
会
や
診
療

報
酬
改
訂
に
伴
う
施
設
基
準
に
関
す
る
勉
強
会
を
開

催
し
た
。

指
標

R1
年
度

実
績

専
門
医
、
認
定
医
等
資
格
取
得
数
（
名
）

12
認
定
看
護
師
資
格
取
得
数
（
件
）

0
そ
の
他
医
療
職
に
よ
る
外
部
研
修
（
件
）

96
事
務
職
に
よ
る
院
内
勉
強
会
開
催
（
件
）

3

-
1
4
-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

３
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

（
1）
患
者
中
心
の
医
療
の
提
供

中
期
目
標

医
療
の
中
心
は
患
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
患
者
の
権
利
を
尊
重
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
患
者
や
そ
の
家
族
が
自
ら
受
け
る
治
療
の
内
容
に
納
得
し
、
自

分
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
な
説
明
を
受
け
た
う
え
で
の
同
意
を
い
う
。）
を
徹
底
し
、
患
者
や
そ
の
家
族
に
必
要
と
さ
れ
る
相
談
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
多
職
種
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
す
る
チ
ー
ム
医
療
を
図
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、意
見
な
ど

患
者
や
そ
の
家
族
が
治
療
内
容
を
十
分

に
理
解
し
、納
得
し
た
上
で
患
者
に
合
っ
た

治
療
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
患
者
や
そ
の
家
族

が
自
ら
受
け
る
治
療
の
内
容
に
納
得
し
、自

分
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
択
で
き
る
よ
う

な
説
明
を
受
け
た
う
え
で
の
同
意
を
い

う
。）
を
徹
底
し
、
患
者
の
意
思
を
尊
重
し
、

他
職
種
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
す
る
チ

ー
ム
医
療
と
し
て
支
援
す
る
。

ま
た
、患
者
が
他
の
医
療
機
関
で
の
セ
カ

ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
診
断
や
治
療
方
針
に

つ
い
て
主
治
医
以
外
の
医
師
か
ら
意
見
を

聴
く
こ
と
を
い
う
。）
を
希
望
す
る
場
合
は

適
切
に
対
応
す
る
。

患
者
や
そ
の
家
族
が
治
療
内
容
を
十
分

に
理
解
し
、納
得
し
た
上
で
患
者
に
合
っ
た

治
療
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
患
者
や
そ
の
家
族

が
自
ら
受
け
る
治
療
の
内
容
に
納
得
し
、自

分
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
択
で
き
る
よ
う

な
説
明
を
受
け
た
う
え
で
の
同
意
を
い

う
。）
を
徹
底
し
、患
者
の
意
思
を
尊
重
し
、

他
職
種
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
す
る
チ

ー
ム
医
療
と
し
て
支
援
す
る
。

ま
た
、患
者
が
他
の
医
療
機
関
で
の
セ
カ

ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
診
断
や
治
療
方
針
に

つ
い
て
主
治
医
以
外
の
医
師
か
ら
意
見
を

聴
く
こ
と
を
い
う
。）
を
希
望
す
る
場
合
は

適
切
に
対
応
す
る
。

患
者
や
そ
の
家
族
が
治
療
内
容
を
十
分
に
理
解
し
、
納

得
し
た
上
で
治
療
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
事
前
説
明

を
十
分
に
行
う
よ
う
徹
底
し
た
。

特
に
入
院
患
者
の
治
療
方
針
を
早
期
に
決
定
す
る
た

め
、
病
棟
回
診
に
医
師
と
看
護
師
だ
け
で
な
く
理
学
療
法

士
も
参
加
し
た
。
病
棟
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
医
師
や
看
護

師
に
加
え
て
管
理
栄
養
士
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

社
会
福
祉
士
も
参
加
し
患
者
情
報
を
共
有
し
、
専
門
分
野

に
お
い
て
患
者
と
関
わ
る
よ
う
努
め
た
。
患
者
の
状
態
に

よ
り
必
要
な
場
合
は
、
医
療
安
全
・
感
染
対
策
・
褥
瘡
委

員
会
の
チ
ー
ム
へ
相
談
し
対
応
し
た
。

ま
た
、
退
院
支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
週
２
回
開
催
し
、

病
棟
看
護
師
と
社
会
福
祉
士
で
協
議
し
医
療
機
関
や
家
族

と
の
連
携
を
強
化
し
、
退
院
に
関
す
る
手
続
き
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
っ
た
。

毎
週
１
回
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
会
議
を
行
い
、
医
師
、

看
護
師
、
理
学
療
法
士
及
び
事
務
職
員
と
空
床
や
入
退
院

状
況
な
ど
分
析
す
る
と
と
も
に
、
入
退
院
支
援
委
員
会
と

連
携
し
て
速
や
か
な
退
院
調
整
に
努
め
た
。

3
３

-
1
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【
参
考
】

第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

３
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

（
2）
快
適
性
の
向
上

中
期
目
標

診
療
待
ち
時
間
の
改
善
や
院
内
清
掃
の
徹
底
な
ど
に
よ
る
、
患
者
や
来
院
者
へ
の
快
適
な
環
境
の
提
供
を
図
る
と
と
も
に
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
に
配
慮
し
た
院
内
環
境

の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、意
見
な
ど

患
者
や
そ
の
家
族
な
ど
の
病
院
利
用
者

が
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、病
室
や
待

合
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
院
内
環
境
の
整
備
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
策
を
講
じ
る
。

待
ち
時
間
に
つ
い
て
は
、患
者
の
流
れ
の

見
直
し
や
業
務
の
改
善
に
取
り
組
み
、そ
の

短
縮
に
努
め
る
。

ま
た
、退
院
時
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施

し
て
患
者
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、改
善

に
取
り
組
む
。

患
者
や
そ
の
家
族
な
ど
の
病
院
利
用
者

が
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、病
室
や
待

合
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
院
内
環
境
の
整
備
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
策
を
講
じ
る
。

待
ち
時
間
に
つ
い
て
は
、患
者
の
流
れ
の

見
直
し
や
業
務
の
改
善
に
取
り
組
み
、そ
の

短
縮
に
努
め
る
。

ま
た
、退
院
時
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施

し
て
患
者
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、改
善

に
取
り
組
む
。

入
院
患
者
及
び
外
来
患
者
を
対
象
に
、
患
者
満
足
度
調

査
（
Ｐ
Ｓ
調
査
）
を
外
部
業
者
に
委
託
実
施
し
、
病
院
に

対
す
る
患
者
の
意
見
、
苦
情
や
要
望
に
関
す
る
意
見
を
収

集
分
析
し
た
。
意
見
と
し
て
多
か
っ
た
の
は
、
待
ち
時
間

の
長
さ
、
駐
車
場
の
狭
さ
、
外
来
待
合
室
の
狭
さ
及
び
建

物
の
老
朽
化
で
あ
っ
た
。

患
者
来
院
時
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
職
員
駐
車
場
を

可
能
な
限
り
病
院
外
の
用
地
使
用
を
促
し
、
院
内
の
駐
車

場
を
患
者
駐
車
場
と
し
て
確
保
し
た
が
、
駐
車
場
に
対
す

る
不
満
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
次
年
度
以
降
、
駐
車

場
の
不
満
解
消
を
目
的
と
し
た
新
た
な
駐
車
場
用
地
確
保

を
目
指
す
。

患
者
満
足
度
調
査
の
分
析
結
果
は
、
各
部
署
に
デ
ー
タ

を
提
供
し
、医
療
従
事
者
間
の
情
報
の
共
有
化
に
努
め
た
。

3
３

入
院

調
査
年
度

調
査
期
間

総
回
答
数

総
合
評
価

平
成
29
年
度

平
成
２
９
年
１
０
月
１
日
～
平
成
２
９
年
１
１
月
３
０
日

１
０
５
件

４
．
２
１
点
/５
点

令
和
1
年
度

令
和

元
年
１
０
月
１
日
～
令
和

元
年
１
０
月
２
５
日

１
０
３
件

４
．
１
４
点
/５
点

外
来

調
査
年
度

調
査
期
間

総
回
答
数

総
合
評
価

平
成
29
年
度

平
成
２
９
年
１
０
月
１
日
～
平
成
２
９
年
１
１
月
３
０
日

２
０
６
件

３
．
８
２
点
/５
点

令
和
1
年
度

令
和

元
年
１
０
月
3
日
～
令
和

元
年
１
０
月

9
日

２
４
９
件

３
．
７
９
点
/５
点

-
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

３
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

（
3）
情
報
発
信
の
推
進

中
期
目
標

病
院
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
取
組
み
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
そ
の
他
の
媒
体
を
活
用
し
、
住
民
や
患
者
、
地
域
の
医
療
機
関
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
に

努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
病
院
の
広
報
誌
な

ど
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
、
法
人
が
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
や
取
り
組
み
等
の
情
報

を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
や
役
割

分
担
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
を
提
供

し
、
地
域
住
民
が
納
得
の
う
え
で
受
診
で

き
る
病
院
づ
く
り
に
努
め
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
病
院
の
広
報
誌
な

ど
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
、
法
人
が
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
や
取
り
組
み
等
の
情
報

を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
や
役
割

分
担
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
を
提
供

し
、
地
域
住
民
が
納
得
の
う
え
で
受
診
で

き
る
病
院
づ
く
り
に
努
め
る
。

予
防
医
療
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
情
報
発
信
や
西
都
市
の
広
報
紙
「
広
報
さ
い
と
」
へ
、
職

員
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
の
紹
介
や
院
内
の
出
来
事
・
話
題

等
の
情
報
を
隔
月
掲
載
し
た
。

3
３

-
1
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

３
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

（
4）
職
員
の
接
遇
向
上

中
期
目
標

地
域
住
民
が
満
足
す
る
施
設
で
あ
る
た
め
に
、
患
者
や
来
院
者
の
意
向
を
把
握
し
て
施
設
全
体
の
接
遇
の
向
上
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
正
職
員
に
限
ら
ず
、
臨
時
職
員
等
も
含
め

た
全
職
員
の
接
遇
研
修
を
定
期
的
に
行
う
も
の
と
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
接
遇
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

全
職
員
を
対
象
と
し
た
接
遇
研
修
を

計
画
的
に
実
施
し
、
接
遇
に
対
す
る
知
識

や
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
退
院
時
ア

ン
ケ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
そ
の
結
果
に
応

じ
た
患
者
や
そ
の
家
族
の
立
場
に
立
っ

た
誠
意
あ
る
応
対
の
実
践
に
よ
り
、
病
院

全
体
で
接
遇
の
向
上
に
努
め
る
。

全
職
員
を
対
象
と
し
た
接
遇
研
修
を

計
画
的
に
実
施
し
、
接
遇
に
対
す
る
知
識

や
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
退
院
時
ア

ン
ケ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
そ
の
結
果
に
応

じ
た
患
者
や
そ
の
家
族
の
立
場
に
立
っ

た
誠
意
あ
る
応
対
の
実
践
に
よ
り
、
病
院

全
体
で
接
遇
の
向
上
に
努
め
る
。

全
職
員
を
対
象
と
し
た
接
遇
研
修
を
4
回
に
分
け
て
開

催
し
た
。

職
員
12
5
名
（
育
児
休
業
等
の
職
員
４
名
を
除
く
）
全

員
に
研
修
を
実
施
し
た
。

4
４

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

目
標

院内
接遇

研修
回数

（回
）

1
1

院内
接遇

研修
参加

人数
（人

）
10
8

全
職
員

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

計
画

院内
接遇

研修
回数

（回
）

1
1

院内
接遇

研修
参加

人数
（人

）
10
8

全
職
員

指
標

R1
年
度

実
績

院
内
接
遇
研
修
回
数
（
回
）

1
院
内
接
遇
研
修
参
加
人
数
（
人
）

12
5

-
1
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

４
公
的
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割

中
期
目
標

臨
床
研
修
医
な
ど
の
受
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
た
め
、
大
学
医
学
部
な
ど
の
医
育
機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
教
育
研
修
体
制
を
充
実
さ
せ
、
若
手
医
師
の
育
成
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
定
着
の
契
機
と
な
る
よ
う
、
公
的
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

大
学
医
学
部
の
臨
床
研
修
協
力
施
設

と
し
て
、
初
期
研
修
医
の
短
期
研
修
を
行

い
、
充
実
し
た
教
育
研
修
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
で
、
若
手
医
師
が
将
来
戻
っ
て
き

た
い
と
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
病
院
を

構
築
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
医
療
の

確
保
に
努
め
る
。

大
学
医
学
部
の
臨
床
研
修
協
力
施
設
と

し
て
、
初
期
研
修
医
の
短
期
研
修
を
行
い
、

充
実
し
た
教
育
研
修
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
で
、若
手
医
師
が
将
来
戻
っ
て
き
た
い
と

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
病
院
を
構
築
し
、将

来
に
わ
た
っ
て
地
域
医
療
の
確
保
に
努
め

る
。

今
年
度
は
研
修
施
設
と
し
て
、宮
崎
大
学
医
学
部
附
属

病
院
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
医
、西
都
市
消
防

本
部
の
救
急
救
命
士
を
受
け
入
れ
た
。実
習
施
設
と
し
て

は
、
宮
崎
県
立
看
護
大
学
の
看
護
学
生
、
宮
崎
大
学
医
学

部
の
医
学
生
、
専
門
学
校
の
理
学
療
法
士
・
医
療
事
務
従

事
者
を
受
け
入
れ
た
。

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
常
勤
医
1人
あ
た

り
月
6～
7回
の
当
直
や
宮
崎
大
学
医
学
部
及
び
西
都
市

西
児
湯
医
師
会
か
ら
の
当
直
医
派
遣
の
継
続
に
よ
り
、昨

年
同
様
の
診
療
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

4
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第
１

住
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

５
法
令
遵
守

中
期
目
標

医
療
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
20
5
号
）
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
公
的
病
院
と
し
て
の
行
動
規
範
と
職
業
倫
理
を
確
立
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な

業
務
運
営
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
診
療
録
（
カ
ル
テ
）
等
の
個
人
情
報
の
保
護
並
び
に
患
者
及
び
そ
の
家
族
へ
の
情
報
開
示
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

医
療
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
20
5

号
）
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
法
令
を
遵
守

し
、公
的
病
院
と
し
て
の
行
動
規
範
と
職
業

倫
理
を
確
立
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

適
正
な
業
務
運
営
を
行
う
。
ま
た
、
診
療
録

（
カ
ル
テ
）
等
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

西
都
市
個
人
情
報
保
護
条
例（
平
成
15
年

西
都
市
条
例
第
2
号
）
に
基
づ
き
、
適
正

な
情
報
取
得
を
行
い
、個
人
の
権
利
利
益
が

侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
保
護
管
理

す
る
と
と
も
に
、市
の
規
程
に
準
じ
て
患
者

及
び
そ
の
家
族
等
へ
の
情
報
開
示
請
求
に

対
し
て
適
切
に
対
応
す
る
。

医
療
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
20
5

号
）
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
法
令
を
遵
守

し
、公
的
病
院
と
し
て
の
行
動
規
範
と
職
業

倫
理
を
確
立
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

適
正
な
業
務
運
営
を
行
う
。
ま
た
、
診
療
録

（
カ
ル
テ
）
等
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

西
都
市
個
人
情
報
保
護
条
例（
平
成
15
年

西
都
市
条
例
第
2
号
）
に
基
づ
き
、
適
正

な
情
報
取
得
を
行
い
、個
人
の
権
利
利
益
が

侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
保
護
管
理

す
る
と
と
も
に
、市
の
規
程
に
準
じ
て
患
者

及
び
そ
の
家
族
等
へ
の
情
報
開
示
請
求
に

対
し
て
適
切
に
対
応
す
る
。

医
療
法
や
個
人
情
報
保
護
等
の
関
係
法
令
を
遵
守
す

る
と
と
も
に
、
病
院
の
規
程
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し

た
。
今
年
度
の
カ
ル
テ
開
示
請
求
は
40
件
あ
り
、
西

都
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
準
じ
て
カ
ル
テ
開
示
を

行
っ
た
。

3
３

カ
ル
テ
開
示
請
求
は
、
ど
の
よ

う
な
目
的
で
の
開
示
な
の
か
。

-
2
0
-
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第
２

業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
法
人
運
営
管
理
体
制
の
確
立

中
期
目
標

中
期
計
画
及
び
年
度
計
画
を
確
実
に
実
行
し
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
効
率
的
及
び
効
果
的
な
業
務
運
営
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
理
事
会
を
中
心
と
し
た
管
理
運
営
体
制

の
強
化
に
よ
り
適
切
な
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

法
人
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
医
療
環
境

の
変
化
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
理
事
長
及
び
理
事
で
構
成
す
る
理

事
会
を
中
心
と
し
た
管
理
運
営
体
制
を

強
化
す
る
。
ま
た
、
法
人
の
諸
規
程
の
権

限
と
責
任
に
基
づ
い
た
運
営
の
も
と
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
管
理
体
制
を

維
持
し
、
適
切
な
進
捗
管
理
を
行
う
。

さ
ら
に
、
毎
月
の
収
支
報
告
及
び
各
診

療
科
・
部
門
の
業
績
を
集
計
し
、
計
画
の

進
捗
状
況
を
管
理
し
、
中
期
計
画
及
び
年

度
計
画
の
着
実
な
達
成
を
図
る
。

法
人
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
医
療
環
境

の
変
化
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
理
事
長
及
び
理
事
で
構
成
す
る
理

事
会
を
中
心
と
し
た
管
理
運
営
体
制
を

強
化
す
る
。
ま
た
、
法
人
の
諸
規
程
の
権

限
と
責
任
に
基
づ
い
た
運
営
の
も
と
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
管
理
体
制
を

維
持
し
、
適
切
な
進
捗
管
理
を
行
う
。

さ
ら
に
、
毎
月
の
収
支
報
告
及
び
各
診

療
科
・
部
門
の
業
績
を
集
計
し
、
計
画
の

進
捗
状
況
を
管
理
し
、
中
期
計
画
及
び
年

度
計
画
の
着
実
な
達
成
を
図
る
。

管
理
職
で
組
織
す
る
病
院
運
営
会
議
を
毎
月
1回
開
催

し
、
診
療
実
績
と
経
営
状
況
の
報
告
並
び
に
診
療
報
酬
増

収
の
た
め
に
、
新
た
な
施
設
基
準
取
得
の
た
め
の
検
討
や

病
院
経
営
に
関
す
る
企
画
と
立
案
を
行
っ
た
。
立
案
事
項

を
理
事
会
へ
提
出
し
、
審
議
さ
れ
た
決
定
事
項
を
院
内
で

周
知
し
た
上
で
運
営
し
た
。
特
に
入
院
基
本
料
の
算
定
要

件
で
あ
る
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の
数
値
が
下
降

し
て
い
た
た
め
、
一
斉
メ
ー
ル
を
活
用
し
目
標
値
や
現
状

値
な
ど
を
日
々
送
信
し
周
知
を
行
っ
た
。

ま
た
、
各
部
署
の
責
任
者
及
び
医
師
を
含
む
管
理
者
と

連
絡
会
議
を
週
1回
開
催
し
、病
院
運
営
に
関
す
る
報
告
を

行
い
、
院
内
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

3
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第
２

業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
業
務
運
営
の
改
善
と
効
率
化

（
1）
効
率
的
な
予
算
の
執
行

中
期
目
標

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
を
図
り
、
事
業
の
必
要
性
や
効
果
、
緊
急
度
な
ど
を
総
括
的
に
見
極
め
、
的
確
な
予
算
配
分
に
よ
り
、
効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
の
執
行
を
行
う
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

中
期
計
画
の
枠
内
で
、
適
切
な
権
限
に

基
づ
く
会
計
制
度
を
活
用
し
て
弾
力
的

な
予
算
執
行
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
医
療

環
境
の
変
化
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応

す
る
。

ま
た
、
契
約
手
法
の
多
様
化
や
徹
底
し

た
価
格
交
渉
な
ど
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
予
算
執
行
に
も
努
め
る
。

職
員
の
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
を
図
り
、

事
業
の
必
要
性
や
効
果
、
緊
急
度
な
ど
を

総
括
的
に
見
極
め
、
的
確
な
予
算
配
分
に

よ
り
、
効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
の
執
行

を
行
う
。

今
年
度
は
、
事
業
運
営
に
見
合
っ
た
予
算
の
見
直
し
を

随
時
行
い
、結
果
的
に
5回
の
補
正
予
算
を
理
事
会
に
提
案

し
承
認
さ
れ
た
。
適
正
な
予
算
執
行
を
柔
軟
に
行
う
こ
と

で
、
業
務
執
行
面
に
お
い
て
柔
軟
な
経
営
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

3
３
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第
２

業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
業
務
運
営
の
改
善
と
効
率
化

（
2）
適
切
な
人
員
配
置

中
期
目
標

高
度
な
専
門
知
識
と
技
術
に
支
え
ら
れ
た
良
質
で
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
医
療
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
職
員
を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

高
度
な
専
門
知
識
と
技
術
に
支
え
ら

れ
た
良
質
で
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
、
柔
軟
な
人
事
管
理
制
度
に
よ
っ

て
、
診
療
報
酬
改
定
な
ど
の
外
部
環
境

の
変
化
に
応
じ
て
医
師
を
は
じ
め
と
す

る
職
員
を
適
切
に
配
置
す
る
。

ま
た
、
二
交
代
制
や
短
時
間
勤
務
な

ど
柔
軟
で
多
様
な
勤
務
体
系
を
検
討
す

る
な
ど
、
女
性
の
医
師
や
看
護
師
等
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
診

療
体
制
の
充
実
に
必
要
な
人
員
の
確
保

に
努
め
る
。

高
度
な
専
門
知
識
と
技
術
に
支
え
ら
れ

た
良
質
で
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た

め
、
柔
軟
な
人
事
管
理
制
度
に
よ
っ
て
、

診
療
報
酬
改
定
な
ど
の
外
部
環
境
の
変
化

に
応
じ
て
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
を

適
切
に
配
置
す
る
。

ま
た
、
二
交
代
制
や
短
時
間
勤
務
な
ど

柔
軟
で
多
様
な
勤
務
体
系
を
検
討
す
る
な

ど
、
女
性
の
医
師
や
看
護
師
等
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
診
療
体
制
の

充
実
に
必
要
な
人
員
の
確
保
に
努
め
る
。

中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
、
必
要
に
応
じ
た
人
員
を

す
み
や
か
に
確
保
す
る
た
め
、
派
遣
会
社
の
活
用
や
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
の
登
録
を
行
っ
た
。

診
療
状
況
の
変
化
に
す
み
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、

看
護
職
員
の
異
動
は
年
度
途
中
で
も
実
施
し
診
療
状
況

に
応
じ
て
職
員
を
配
置
し
た
。

3
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第
２

業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
業
務
運
営
の
改
善
と
効
率
化

（
3）
人
事
評
価
制
度
の
運
用

中
期
目
標

職
員
の
能
力
や
実
績
を
重
視
し
、
適
切
な
人
事
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
全
員
が
常
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
改
善
の
意
識
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
す
る
職
場
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
に
、
職
員
の
努
力
が
適
正

に
評
価
さ
れ
、
業
績
や
能
力
を
的
確
に

反
映
で
き
る
公
正
で
客
観
的
な
人
事
評

価
制
度
の
運
用
を
行
う
。

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
に
、
職
員
の
努
力
が
適
正
に
評

価
さ
れ
、
業
績
や
能
力
を
的
確
に
反
映
で

き
る
公
正
で
客
観
的
な
人
事
評
価
制
度
の

運
用
を
行
う
。

法
人
の
運
営
状
況
や
収
支
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
人
事
評
価
を
給
与
や
職
員
の
処
遇
に
反
映
す
る
事

が
出
来
る
。

今
年
度
は
、人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
常
勤
職
員
全
員

に
対
し
て
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実
施
し
た
。
細
か
い
調
整
を

行
い
早
期
の
正
式
導
入
を
目
指
し
て
い
る
。
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第
２

業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

２
業
務
運
営
の
改
善
と
効
率
化

（
4）
病
院
機
能
評
価
の
活
用

中
期
目
標

医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
を
、
専
門
的
か
つ
学
術
的
に
第
三
者
の
観
点
か
ら
評
価
す
る
病
院
機
能
評
価
の
認
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
常
に
業
務
改
善
に
取
り
組
み
、
医
療
機

能
の
充
実
、
向
上
を
図
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

第
三
者
に
よ
る
専
門
的
か
つ
学
術
的

見
地
に
基
づ
き
、
医
療
の
質
の
維
持
向

上
を
図
る
観
点
か
ら
、
財
団
法
人
日
本

医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機
能

評
価
の
認
定
を
目
指
す
。
な
お
、
病
院

機
能
評
価
の
認
定
を
受
け
る
た
め
の
組

織
体
制
の
強
化
、
目
標
管
理
体
制
構
築
、

業
務
改
善
等
必
要
な
準
備
を
計
画
的
に

進
め
る
。

第
三
者
に
よ
る
専
門
的
か
つ
学
術
的
見

地
に
基
づ
き
、
医
療
の
質
の
維
持
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
、
財
団
法
人
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評
価
の
認

定
を
目
指
す
。
な
お
、
病
院
機
能
評
価
の

認
定
を
受
け
る
た
め
の
組
織
体
制
の
強

化
、
目
標
管
理
体
制
構
築
、
業
務
改
善
等

必
要
な
準
備
を
計
画
的
に
進
め
る
。

病
院
機
能
評
価
に
つ
い
て
は
、公
益
財
団
法
人
日
本
医

療
機
能
評
価
機
構
の
評
価
方
法
な
ど
の
調
査
を
行
っ

た
。 次
年
度
以
降
、
組
織
体
制
の
強
化
、
目
標
管
理
体
制
構

築
、
業
務
改
善
等
必
要
な
準
備
を
計
画
的
に
進
め
病
院

機
能
評
価
の
認
定
取
得
を
目
指
す
。

2
２

（
病
院
機
能
評
価
の
）
申
請
の

有
無
に
つ
い
て

仮
に
病
院
機
能
評
価
を
行
っ
て

も
、
現
段
階
で
は
評
価
は
低
い
の

で
は
。

-
2
5
-

25



第
３

財
政
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立

（
1）
収
入
の
確
保

中
期
目
標

法
人
が
担
う
べ
き
役
割
及
び
地
域
の
患
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
適
切
な
収
入
の
増
加
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
診
療
報
酬
の
改
定
や
法
改
正
等
に
的
確

に
対
処
し
、
収
益
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
未
収
金
の
発
生
防
止
策
や
適
正
な
回
収
に
努
め
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
に
伴

う
診
療
機
能
の
明
確
化
や
診
療
報
酬
改

定
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
に
よ

り
、
収
入
の
維
持
・
増
加
を
図
る
。
ま

た
、
請
求
漏
れ
や
査
定
減
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
未
収
金
発
生
の
防
止
や
未

収
金
が
発
生
し
た
場
合
の
原
因
分
析
の

徹
底
と
対
策
、
未
収
金
回
収
の
強
化
に

取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
医
療
の
標
準
化
を
進
め
、
よ

り
適
切
な
医
療
を
提
供
し
な
が
ら
収
益

の
確
保
を
図
る
。

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
に
伴
う

診
療
機
能
の
明
確
化
や
診
療
報
酬
改
定
へ

の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
に
よ
り
、
収
入

の
維
持
・
増
加
を
図
る
。
ま
た
、
請
求
漏

れ
や
査
定
減
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
未

収
金
発
生
の
防
止
や
未
収
金
が
発
生
し
た

場
合
の
原
因
分
析
の
徹
底
と
対
策
、
未
収

金
回
収
の
強
化
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
医
療
の
標
準
化
を
進
め
、
よ
り

適
切
な
医
療
を
提
供
し
な
が
ら
収
益
の
確

保
を
図
る
。

急
性
期
一
般
入
院
料
1の
施
設
基
準
を
維
持
で
き
る
よ

う
、
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
、
平
均
在
院
日
数
、

在
宅
復
帰
率
な
ど
の
状
況
を
、
毎
週
開
催
す
る
連
絡
会
議

に
お
い
て
医
師
と
幹
部
職
員
が
参
加
す
る
会
議
で
報
告
し

た
。 ま
た
、
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
会
議
を
毎
週
1回
開
催

し
た
上
で
医
師
が
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
て
在
院
日
数

を
抑
制
し
、
病
棟
看
護
師
や
地
域
医
療
連
携
室
が
連
携
し

て
退
院
調
整
し
在
宅
復
帰
率
の
向
上
を
図
っ
た
。

4
４

患
者
数
が
増
え
て
き
て
い
る
。

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

目
標

入院

病床
利用

率（
％）

60
.5

65
.9

新規
入院

患者
数（

人）
11
70

11
90

平均
在院

日数
（日

）
16

18
以
下

外来
１日

あた
りの

外来
患者

数（
人）

59
.1

61

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

計
画

入院

病床
利用

率（
％）

60
.5

65
.9

新規
入院

患者
数（

人）
11
70

11
90

平均
在院

日数
（日

）
16

18
以
下

外来
１日

あた
りの

外来
患者

数（
人）

59
.1

61

指
標

R1
年
度

実
績

入
院

病床
利用

率（
％）

64
.7

新規
入院

患者
数（

人）
1,
29
7

平均
在院

日数
（日

）
16

外
来

１
日
あ
た
り
の
外
来
患
者
数
（
人
）

67
.9

-
2
6
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第
３

財
政
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立

（
2）
支
出
の
節
減

中
期
目
標

医
薬
品
及
び
診
療
材
料
費
、
医
療
機
器
等
の
購
入
や
各
種
業
務
委
託
に
お
い
て
、
多
様
な
契
約
手
法
を
導
入
し
て
費
用
の
節
減
・
合
理
化
に
取
り
組
み
、
効
率
的
・
効
果
的
な
事

業
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

医
薬
品
及
び
診
療
材
料
等
に
つ
い
て
は
、

調
達
に
か
か
る
費
用
削
減
の
た
め
徹
底

し
た
価
格
交
渉
の
実
施
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
拡
大
等
を
図
る
。
医
療
機

器
の
購
入
や
委
託
契
約
等
に
つ
い
て
は
、

購
入
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
の

総
合
的
評
価
の
導
入
、
業
務
内
容
の
見
直

し
、
複
数
年
契
約
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

費
用
の
削
減
を
図
る
。

医
薬
品
及
び
診
療
材
料
等
に
つ
い
て

は
、
調
達
に
か
か
る
費
用
削
減
の
た
め
徹

底
し
た
価
格
交
渉
の
実
施
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
拡
大
等
を
図
る
。
医
療

機
器
の
購
入
や
委
託
契
約
等
に
つ
い
て

は
、
購
入
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と

の
総
合
的
評
価
の
導
入
、
業
務
内
容
の
見

直
し
、
複
数
年
契
約
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、
費
用
の
削
減
を
図
る
。

医
薬
品
及
び
診
療
材
料
等
に
つ
い
て
は
一
品
目
ご
と
に

見
積
入
札
や
粘
り
強
い
価
格
交
渉
を
行
い
、安
価
で
購
入
す

る
よ
う
努
め
た
。医
薬
品
は
薬
事
審
議
会
に
お
い
て
採
用
や

変
更
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
の
使
用
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
品
目
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
品
目
数
は
、
前
年
度
よ
り
26
品
目
減

少
し
た
が
、総
品
目
数
も
減
少
し
て
い
る
た
め
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
採
用
率
は
計
画
の
35
％
よ
り
8.
3ポ
イ
ン
ト
多
い

43
.3
％
と
な
っ
た
。

2
２

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
採
用
率

は
増
加
し
て
い
る
が
、D
PC
と
の

兼
ね
合
い
で
（
法
人
の
）
自
己
評

価
し
て
い
る
の
か
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
採
用
率

を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
。

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

目
標

ジェ
ネリ

ック
医薬

品採
用率

(%)
33
.1

35
.0

指
標

29
年
度

実
績

R1
年
度

計
画

ジェ
ネリ

ック
医薬

品採
用率

(%)
33
.1

35
.0

指
標

R1
年
度

実
績

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
採
用
率
（
％
）

43
.3
％

-
2
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第
３

財
政
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

１
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立

（
3）
役
割
と
負
担
の
明
確
化

中
期
目
標

法
人
が
救
急
医
療
等
の
政
策
的
医
療
を
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
部
門
で
は
採
算
が
と
れ
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
。
市
と
法
人
は
協
議
の
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や

責
任
、
そ
の
負
担
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
、
運
営
費
負
担
金
の
基
準
を
定
め
、
市
は
法
人
に
対
し
て
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
。
法
人
は
、
こ
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
効
率
的
・
効

果
的
な
業
務
運
営
を
行
う
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、
意
見
な
ど

市
か
ら
の
要
請
等
に
基
づ
き
提
供
す

る
政
策
的
医
療
の
う
ち
、
効
率
的
な
経
営

を
行
っ
て
も
な
お
不
採
算
と
な
る
部
門

の
経
費
に
つ
い
て
は
、
運
営
費
負
担
金
と

し
て
市
か
ら
の
経
費
負
担
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
事
業
経
費
に
つ
い
て
は
、
法
人

の
事
業
経
営
に
伴
う
収
入
を
も
っ
て
充

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
法
人

が
健
全
な
経
営
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
確
に
し
、
そ

の
課
題
解
決
に
向
け
た
計
画
的
な
取
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
、
経
営
基
盤
の
安
定

と
強
化
を
図
る
。

市
か
ら
の
要
請
等
に
基
づ
き
提
供
す

る
政
策
的
医
療
の
う
ち
、
効
率
的
な
経
営

を
行
っ
て
も
な
お
不
採
算
と
な
る
部
門

の
経
費
に
つ
い
て
は
、
運
営
費
負
担
金
と

し
て
市
か
ら
の
経
費
負
担
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
事
業
経
費
に
つ
い
て
は
、
法
人

の
事
業
経
営
に
伴
う
収
入
を
も
っ
て
充

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
法
人

が
健
全
な
経
営
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
確
に
し
、
そ

の
課
題
解
決
に
向
け
た
計
画
的
な
取
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
、
経
営
基
盤
の
安
定

と
強
化
を
図
る
。

事
業
経
費
に
つ
い
て
は
、
事
業
収
入
を
充
て
る
こ
と

と
な
る
。
法
人
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、
収
益
の
確
保

対
策
と
し
て
施
設
基
準
の
見
直
し
の
検
討
を
行
っ
た
。

新
た
な
施
設
基
準
の
取
得
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

後
も
収
入
増
に
繋
が
る
施
設
基
準
等
を
模
索
し
取
得
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

3
３

経
常
損
益
は
プ
ラ
ス
な
の
か
。

指
標

29
年度 実績

R1
年度 目標

医
業
収
支
比
率
(%
)

93
.5
2

10
0.
38

経
常
損
益
(千
円
)

45
,3
52

13
4,
19
5

指
標

29
年度 実績

R1
年度 計画

医
業
収
支
比
率
(%
)

93
.5
2

10
0.
38

経
常
損
益
(千
円
)

45
,3
52

13
4,
19
5

指
標

R1
年
度

実
績

医
業
収
支
比
率
（
％
）

97
.6
7

経
常
損
益
（
千
円
）

86
,8
23

-
2
8
-
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第
４

予
算
（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
）、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

※
財
務
諸
表
及
び
決
算
報
告
書
を
参
照

第
５

短
期
借
入
金
の
限
度
額

第
６

出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
又
は
出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
財
産
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
財
産
の
処
分
に
関
す
る
計
画

第
７

重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
す
る
計
画

第
８

剰
余
金
の
使
途

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

１
限
度
額
２
０
０
百
万
円

２
想
定
さ
れ
る
短
期
借
入
金
の
発
生
事
由

(1
)
業
績
手
当
（
賞
与
）
の
支
給
等
に
よ

る
一
時
的
な
資
金
不
足
へ
の
対
応

(2
)
予
定
外
の
退
職
者
の
発
生
に
伴
う
退

職
手
当
の
支
給
等
、
偶
発
的
な
出
費

へ
の
対
応

１
限
度
額
２
０
０
百
万
円

２
想
定
さ
れ
る
短
期
借
入
金
の
発
生
事
由

(1
)
業
績
手
当
（
賞
与
）
の
支
給
等
に
よ

る
一
時
的
な
資
金
不
足
へ
の
対
応

(2
)
予
定
外
の
退
職
者
の
発
生
に
伴
う
退

職
手
当
の
支
給
等
、
偶
発
的
な
出
費

へ
の
対
応

借
入
金
な
し

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

な
し

な
し

な
し

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

な
し

な
し

な
し

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

計
画
期
間
中
の
毎
事
業
年
度
の
決
算
に
お

い
て
剰
余
を
生
じ
た
場
合
は
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
病
院
施
設
の
整
備
・
改
修
、
医

療
機
器
の
購
入
、
長
期
借
入
金
の
償
還
、
教

育
・
研
修
体
制
の
充
実
、
組
織
運
営
の
向
上

策
等
に
充
て
る
。

な
し

剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
積
立
金
と
し
て
処
理
し
た
。

-
2
9
-
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第
９

料
金
に
関
す
る
事
項

１
診
療
料
金
等

２
料
金
の
減
免

３
そ
の
他

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

病
院
の
診
療
料
金
及
び
そ
の
他
諸
料
金
は

次
に
定
め
る
額
と
す
る
。

⑴
診
療
料
金
及
び
そ
の
他
諸
料
金
の
額
は
、

健
康
保
険
法（
大
正
11
年
法
律
第
70
号
）、

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
57
年
法
律
第
80
号
）、
そ
の
他
の
法
令

等
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

⑵
前
号
の
規
定
に
よ
ら
な
い
料
金
は
、
理
事

長
が
別
に
定
め
る

⑶
消
費
税
法（
昭
和
63
年
法
律
第
10
8
号
）

及
び
地
方
税
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
22
6

号
）
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
が
課
せ
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
各

号
の
料
金
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
規
定
す

る
額
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
合
計

額
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
料
金
の
額
に
1
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
も
の
と
す
る
。

な
し

（
1）
定
め
た
と
お
り
実
施
し
て
い
る
。

（
2）
該
当
な
し
。

（
3）
定
め
た
と
お
り
実
施
し
て
い
る
。

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

理
事
長
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
料

金
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
し

該
当
な
し

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

前
２
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
料
金
に

関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
理
事
長
が
別
に
定

め
る
。

な
し

該
当
な
し

-
3
0
-
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第
１
０

そ
の
他
西
都
市
の
規
則
で
定
め
る
業
務
運
営
等
に
関
す
る
事
項

１
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

２
法
第
40
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
積
立
金
の
処
分
に
関
す
る
計
画

３
そ
の
他
法
人
の
業
務
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

な
し

な
し

該
当
な
し

中
期
計
画

年
度
計
画

実
施
状
況

(1
)
施
設
の
維
持

昭
和
55
年
に
開
設
し
た
建
物
は
、
耐
用
年

数
を
過
ぎ
た
設
備
が
多
く
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。
地
域
住
民
に
安
全
で
安
心
な
医
療
を
提

供
す
る
た
め
、
必
要
な
整
備
を
把
握
し
て
安
全

な
施
設
維
持
を
行
う
。

(1
)
施
設
の
維
持

昭
和
55
年
に
開
設
し
た
建
物
は
、耐
用

年
数
を
過
ぎ
た
設
備
が
多
く
、老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。地
域
住
民
に
安
全
で
安
心
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
、必
要
な
整
備
を
把
握

し
て
安
全
な
施
設
維
持
を
行
う
。

該
当
な
し

施
設
及
び
設
備
の
内
容

予
定
額

病
院
施
設
・
設
備
の
整
備
（
千
円
）

0

医
療
機
器
等
の
整
備
・
更
新
（
千
円
）

77
,8

01
※
医
療
機
器
等
の
整
備
・
更
新
に
つ
い
て
は
、

M
RI

機
器
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
工
事
及
び
手
術
滅
菌

機
器
用
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
等
の
購
入
を
予
定
し
て

い
る
。

施
設
及
び
設
備
の
内
容

予
定
額

病
院
施
設
・
設
備
の
整
備
（
千
円
）

0

医
療
機
器
等
の
整
備
・
更
新
（
千
円
）

77
,8

01

施
設
及
び
設
備
の
内
容

R1
年
度

実
績

病
院
施
設
・
設
備
の
整
備
（
千
円
）

0

医
療
機
器
等
の
整
備
・
更
新
（
千
円
）

65
,9

90

-
3
1
-
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第
１
１

そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
事
項

１
病
院
施
設
整
備
に
向
け
た
取
組
み

中
期
目
標

「
地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
基
本
計
画
」
を
踏
ま
え
、
市
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、
新
病
院
建
設
に
向
け
た
病
院
施
設
整
備
を
計
画
的
に

進
め
る
こ
と
。

中
期
計
画

年
度
計
画

法
人
の
自
己
評
価

評
価
委
員
会
の
評
価

評
価
の
判
断
理
由
（
実
施
状
況
等
）

評
価

評
価

評
価
の
判
断
理
由
、意
見
な
ど

「
地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医

療
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
期
間
内
に
用
地
取
得
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
を
完
了
し
建
設
工
事

に
着
手
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
医
療
機
器

の
選
定
作
業
を
行
う
。

「
地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児
湯
医
療
セ
ン

タ
ー
施
設
整
備
基
本
計
画
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１ 年度評価の方法

地方独立行政法人西都児湯医療センター評価委員会（以下「評価委員会」という。）では、地方独
立行政法人法（平成 15年法律第 118 号）第 28条第１項第３号の規定に基づき、地方独立行政法人
西都児湯医療センター（以下「法人」という。）の令和１事業年度に係る業務実績について、市長が
評価するに当たり、地方独立行政法人西都児湯医療センター評価委員会条例（平成 26 年西都市条例
第 28号）第 2条第 2号の規定により、市長からの諮問を受け評価を行った。
評価を行うに当たっては、「地方独立行政法人西都児湯医療センターの業務実績に関する評価実施

要領」（平成 30 年６月 27日施行）に基づき、「項目別評価」と「全体評価」により評価した。
具体的には、「項目別評価」では、法人による自己評価をもとに法人へのヒアリングを通じて、自

己評価の妥当性や年度計画の進捗状況について、小項目評価及び大項目評価を行った。また、「全体
評価」では、項目別評価の結果を踏まえ、年度計画及び中期計画の進捗状況について、総合的な評価
を行った。

【評価について】

２ 全体評価

⑴ 評価結果

令和１事業年度に係る業務実績に関する大項目評価については、３ページ以降に示すように、
評価対象となる「第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標
を達成するためにとるべき措置」、「第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成する
ためにとるべき措置」、「第３ 財政内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置」
の３つの大項目において「B評価」（概ね順調に進んでいる）が妥当と判断した。
なお「第 11 その他業務運営に関する重要目標を達成するためとるべき事項」については、

年度計画よりやや遅れているが、西都市と合計３回の協議し、事業債本申請手続きに取り組ん

大項目評価は、小項目評価の結果、特記事項の記載内容等を考慮し、大項目ごとの業務の進捗
状況について、次の評価基準により評価を行う。

全体評価は、項目別評価の結果を踏まえ、年度計画及び中期計画の全体的な進捗状況について、
記述式による評価を行う。

評価 判断基準
判断の目安

（小項目評価平均）
S 計画を大幅に上回り、特に評価すべき進捗状況にある ４.５以上
A 順調に進んでいる ３.５以上４.５未満
B 概ね順調に進んでいる ２.５以上３.５未満
C やや遅れている １.５以上２.５未満
D 大幅に遅れている、又は重大な改善すべき事項がある １.５未満
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でいることにより「B評価」が妥当と判断した。
全体的な評価については、大項目評価のうち、３項目が「B」評価であること、25 の小項目

評価の平均が３.0 であることを考慮し、中期目標・中期計画の達成に向けて概ね順調に進んで
いると判断した。

≪大項目評価及び小項目評価の結果≫

⑵ 全体評価にあたり考慮した事項

住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項については、急性期医療
としては、脳神経外科の検査や手術に加えて、呼吸器内科の直達硬性鏡を用いた気管・気管支腫
瘍の切除又はステント留置術、内視鏡検査や治療等の高度な医療を提供し、緊急性の高い脳卒中
等の脳疾患や呼吸器疾患及び骨折等の整形外科疾患を積極的に受け入れ、手術件数や内視鏡検査
件数は年度計画を大幅に上回る実績となっている。
初期救急医療体制の維持及び充実では、西都児湯地域で唯一内科・外科の夜間急病センターを

備えていることもあり、地域の救急搬送に対して可能な限り受け入れを行い、救急車搬入件数が
昨年と同様に年度目標指数を大幅に上回っている。
地域医療連携の推進では、他の医療機関や施設等からの紹介患者を速やかに受け入れ、地域医

療連携室を３人体制としたが、外来患者数増加に伴い、紹介患者の受入れや逆紹介率が計画指数
を大幅に下回る結果となっている。今後は地域に根差した病院として、地域のかかりつけ医に繋
げていただき、逆紹介率の向上のみならず紹介率の向上を望む。
また在宅医療の充実に向けた支援として、地域医療連携室の社会福祉士が在宅復帰に向けて主

治医や看護師など多職種で対応し、退院支援相談件数や医療相談件数が増加し、地域の医療
水準の向上に努めている。

大項目
大項目
評価

小項目評価

５ ４ ３ ２ １ 平均

第１ 住民に対して提供するサービス
その他の業務の質の向上に関する目
標を達成するためにとるべき措置

B 3 12 1 ３.１

第２ 業務運営の改善及び効率化に関
する目標を達成するためにとるべき
措置

B 3 １ ２.7

第３ 財政内容の改善に関する目標を
達成するためにとるべき措置

B １ １ １ ３.０

第１１ その他業務運営に関する重要
目標を達成するためとるべき事項

B １ ３.０

小項目評価計 ４ 17 ４ ３.0

34



- 3 -

地域災害拠点病院としての役割では、災害時に機能を十分に発揮できるように、平時において
も、緊急時における連絡体制の確保や災害医療訓練を実施し、災害対応マニュアル及びアクショ
ンカードの修正・改定に取り組んでいる。
医療安全対策の徹底については、医療安全管理体制の充実に向け医師と専任の医療安全管理者

が毎週１回カンファレンスを開催し、改善に向けた取り組みをおこなっている。
医療の質の向上におけるクリティカルパスの導入の推進については、クリティカルパス委員会

を中心に、現在のクリティカルパスの見直しと新たなクリティカルパスの作成に向け取り組んで
おり、令和１事業年度においては、脳梗塞とコイル塞栓術の２つについて作成し、クリティカル
パスの種類を 14としている。
また地域連携クリティカルパスについては、周辺の医療機関と連携に至らなかったため作成で

きていないが、患者の紹介率及び逆紹介率にも大きく影響するので、早急な作成を検討して頂き
たい。
公的医療機関としての役割においては、研修施設として、宮崎大学医学部付属病院卒後臨床研

修センターの研修医、西都市消防本部の救急救命士を受け入れ、実習施設として宮崎大学医学部
の医学生、専門学校の理学療法士・医療事務従事者を受け入れている。
業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置については、法人運営

管理体制の確立のため、病院運営会議を毎月 1回開催し、診療実績及び経営状況の報告並びに診
療報酬増収のための新たな施設基準取得に向けた検討や病院経営に関する企画の立案を行った。
また、入院基本料の算定要件である重症度、医療・看護必要度の数値においては、一斉メールを
活用し目標値や現状値などを日々送信し周知することで、院内の意思統一を図っており、法人運
営管理体制に関して適切な対応をしている。
収入の確保において、新規入院患者数は平成 30事業年度と同様に、年度計画の指標を大きく

上回り、在宅復帰率の向上を図り、平均在院日数を短くした点において評価できる。
一方、支出の削減において、ジェネリック医薬品採用率は年度計画を大幅に上回っているが、

DPC（包括的医療費支払制度）を採用している病院と比べると低いため、更にジェネリック医
薬品採用率を伸ばしてほしい。
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３ 大項目評価

⑴ 評価結果

Ｂ評価（概ね順調に進んでいる）

⑵ 判断理由

小項目評価結果の平均点は３.１であることから、「住民に対して提供するサービスその他の
業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置」に関する大項目評価は、Ｂ評価
が妥当と判断した。
※法人自己評価と評価委員会評価はすべて同じ評価だった。

〈項目別評価の集計結果〉

⑶ 大項目評価にあたり考慮した事項

【１－（１）】緊急性の高い脳疾患や地域に不足している内科疾患における二次救急医療の提供

・急性期医療としては、脳神経外科の検査や手術に加えて、呼吸器内科の直達硬性鏡を用いた
気管・気管支腫瘍の切除またはステント留置術、内視鏡検査や治療等の高度な医療を提供し
ている。

・緊急性の高い脳卒中等の脳疾患や呼吸器疾患及び骨折等の整形外科疾患を積極的に受け入れ
ている。

【１－（５）】地域災害拠点病院としての役割
・災害訓練を行い、災害対応マニュアル及びアクションカードの修正・改定に取り組み、DMAT
と事務職員が県外DMATとの連携や傷病者の転院搬送依頼などの実働訓練を行っている。

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために
とるべき措置

項目数
項目別評価

平均
５ ４ ３ ２ １

１ 医療サービス ５ １ ３ １

３.1

２ 医療の質の向上 ５ ５

３ 患者サービスの向上 ４ １ ３

４ 公的医療機関としての役割 １ １

５ 法令遵守 １ １

合計 １６ １ ３ １２ １

36



- 5 -

【３－（４）】職員の接遇向上
・正職員に限らず、臨時職員等も含めた全職員を対象とした接遇研修を 4回に分けて実施して
おり、職員一人ひとりが接遇の重要性を認識し、その向上に努めている。

【４】公的医療機関としての役割
・研修施設として、宮崎大学医学部附属病院卒後臨床研修センターの研修医、西都市消防本部
の救急救命士を受け入れている。

・実習施設として、宮崎県立看護大学の看護学生、専門学校の理学療法士・医療従事者を受け
入れている。

・夜間急病センターについては、常勤医１人あたり月６～７回の当直や宮崎大学医学部及び西
都市西児湯医師会からの当直医派遣の継続により、診療機能を維持できている。

⑷ 評価にあたっての意見、指摘等

【１－（３）】地域医療連携の推進
・紹介率が低いのは、救急搬送が多いからなのか。
・逆紹介率が増えれば、紹介率も上がってくる。

【１－（５）】地域災害拠点病院としての役割
・医師はDMAT資格を持っているのか。

【２－（３）】クリティカルパス導入の推進
・地域連携クリティカルパスを作成すれば、紹介率及び逆紹介率も向上する。
・地域連携クリティカルパスを作成すれば、今後、整形外科の分野も連携が進むのでは。

【２－（５）】研修制度の確立
・認定看護師は、看護師の資格取得制度であり、感染症も含めスタッフ育成になる。
・認定看護師を取得するには、研修の参加は必須なのか。
・認定看護師の増加を望む。

【５】法令遵守
・カルテ報開示請求は、どのような目的での開示なのか。
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⑴ 評価結果

Ｂ評価（概ね順調に進んでいる）

⑵ 判断理由

小項目評価結果の平均点が２.７であることから、「業務運営の改善及び効率化に関する目
標を達成するためにとるべき措置」に関する大項目評価は、Ｂ評価が妥当と判断した。
※法人自己評価と評価委員会評価はすべて同じ評価だった。

〈項目別評価の集計結果〉

⑶ 大項目評価にあたり考慮した事項

【１】法人運営管理体制の確立
・病院運営会議を毎月１回開催し、診療実績と経営状況の報告並びに診療報酬増収のために、
新たな施設基準取得のための検討や病院経営に関する企画立案を行っている。

⑷ 評価にあたっての意見、指摘等

【２－（４）】病院機能評価の活用
・病院機能評価申請はおこなったのか。
・仮に病院機能評価を行っても、現段階では評価は低いのでは。

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

項目数
項目別評価

平均
５ ４ ３ ２ １

１ 法人運営管理体制の確立 １ １

２.７２ 業務運営の改善と効率化 ４ ３ １

合計 ５ ４ １
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⑴ 評価結果

B評価（概ね順調に進んでいる）

⑵ 判断理由

小項目評価結果の平均点は３.０であり、また、以下のことを考慮し、「財政内容の改善に
関する目標を達成するためにとるべき措置」に関する大項目評価は、B評価が妥当と判断し
た。
※法人自己評価と評価委員会評価はすべて同じ評価だった。

〈項目別評価の集計結果〉

⑶ 大項目評価にあたり考慮した事項

【１－（１）】収入の確保
・新規入院患者数、1日あたりの外来患者数が増加している点は評価できる。

【１－（３）】役割と負担の明確化
・数値目標には達成していないが、経常損益が赤字でなければ、評価できる。

⑷ 評価にあたっての意見、指摘等

【１－（１）】収入の確保
・患者数が増えてきている。

【１－（２）】支出の節減
・ジェネリック医薬品採用率は増加しているが、DPCとの兼ね合いで法人の自己評価が低い
のか。

・ジェネリック医薬品採用率を伸ばしてほしい。

【１－（３）】役割と負担の明確化
・経常損益はプラスなのか。

第３ 財政内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置

項目数
項目別評価

平均
５ ４ ３ ２ １

１ 持続可能な経営基盤の確立 ３ １ １ １ ３.０
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⑴ 評価結果

B評価（概ね順調に進んでいる。）

⑵ 判断理由

小項目評価結果が１項目であり、３.０であることから、「その他業務運営に関する重要目
標を達成するためとるべき事項」に関する大項目評価はB評価が妥当と判断した。
※法人自己評価と評価委員会評価は同じ評価だった。

〈項目別評価の集計結果〉

⑶ 大項目評価にあたり考慮した事項

特になし。

⑷ 評価にあたっての意見、指摘等

特になし。

第１１ その他業務運営に関する重要目標を達成するためとるべき事項

項目数
項目別評価

平均
５ ４ ３ ２ １

１ 病院施設整備に向けた取組み １ １ ３.０
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○地方独立行政法人西都児湯医療センター評価委員会委員名簿

（敬称略、委員は五十音順）

○令和２年度地方独立行政法人西都児湯医療センター評価委員会開催経過

氏名 役職等

委 員 長 松 本 英 裕 西都市西児湯医師会 会長

副委員長 永 友 和 之 児湯医師会 会長

委 員

落 合 秀 信 宮崎大学医学部 教授

藤 澤 豊 子 宮崎医療福祉専門学校 副校長

水 田 祐 輔 西都法律事務所 弁護士

日程 審議議題

≪第 1回≫
令和２年７月６日（月）
西都市役所議会委員会室

（１） 令和１事業年度における業務実績に関する評価につ
いて

書面審議
コロナ感染症拡大防止のため

（１）令和１事業年度における業務実績に関する評価結果
（案）について
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評価委員会第４号
令和２年 月 日

西都市長 押川 修一郎 様

地方独立行政法人西都児湯医療センター
評価委員会委員長 松 本 英 裕

答 申 書（案）

令和２年７月６日付け西地第３８号で諮問のありました下記の件について、別添の
とおりの結論を得たので答申いたします。

記

・地方独立行政法人西都児湯医療センターの令和１事業年度における業務実績に
関する評価について

資料３
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